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6092	 京都の都市近郊農家による振り売り　その3　振り売りの
販売ルート・エリアの比較分析

	 ○武田麻由（京都大）・鎌田安希子・白井李佳・
	 三浦研・酒谷粋将・安田渓・神吉紀世子	 (191)
　
6093	 木造硝子温室の分布と建築形態
	 ○須山将之介（島根大）・井上亮	 (193)
　
景観・環境デザイン（14:13〜 14:53）	 司会：小林久高・郭雅雯

6094	 評価グリッド法を用いた都市農園の景観に対する研究
	 ○伊東美咲（武庫川女子大）・杉浦徳利・上町あずさ	 (195)
　
6095	 マルチプレーンカメラを用いたシークエンス景観の分析手
	 	 法に関わる研究	 ○今村美晴（近畿大）・小池博	 (197)
　
6096	 広域的な集落分類手法の検討　その2　高知県四万十市の

流域景観を対象として
	 ○髙橋芽生（横浜国立大）・北山めぐみ	 (199)
　
6097	 炭酸カルシウム乾燥棚における立地特性と環境特性
	 ○桂藤快晟（島根大）・井上亮	 (201)
　
6098	 旭川の家具産業における地域産木材の活用　森林資源・流

通構造・製作技術に着目して
	 ○五島さくら（積水ハウス）・大河内学	 (203)
　
集落・自然景観（14:56〜 15:36）	 司会：本塚智貴・鹿島美羽

6099	 兵庫県佐用町平福における修景建物の変化
	 ○笛田颯太（大阪工業大）・水島あかね	 (205)
　
6100	 広島県江田島市津久茂集落における集落景観の空間特性
	 	 その1　津久茂集落の空間構成とシタバンヤの分布状況
	 ○郭雅雯（安田女子大）・尾山真菜・
	 太田周彰・小林久高	 (207)
　
6101	 広島県江田島市津久茂集落における集落景観の空間特性
	 	 その2　津久茂集落のシタバンヤの建築構法
	 ○尾山真菜（ヤマネホールディングス）・
	 郭雅雯・太田周彰・小林久高	 (209)
　
6102	 遠野市上綾織地区の道具と景観に関する研究　その1　民

家 3軒の建築関連道具調査
	 ○田邉拓巳（武蔵野大）・伊藤輝柾・伊藤泰彦	 (211)
　
6103	 遠野市上綾織地区の道具と景観に関する研究　その2　建

築行為と景観形成の考察
	 ○伊藤輝柾（武蔵野大）・伊藤泰彦	 (213)
　
自治組織・コミュニティ（15:39〜 16:19）	 司会：井上亮・桂藤快晟

6104	 地域巡回型子ども食堂の実態と課題　「夢咲会」を事例と
	 	 して	 ○本庄宏行（宇都宮大）	 (215)
　
6105	 明石市における地蔵盆の運営と継承に関する研究　その1

錦浦小学校区の地蔵盆の運営実態
	 ○本塚智貴（明石高専）・鹿島美羽	 (217)
　
6106	 明石市における地蔵盆の運営と継承に関する研究　その2

錦浦小学校区の地蔵盆運営と参加者動向
	 ○鹿島美羽（明石高専）・本塚智貴	 (219)
　
6107	 都市近郊農村立地の小規模特認校における新型コロナ禍後

の総合的学習の再構築　泉佐野市立大木小学校の大木
たんけん活動と各種ステークホルダーの状況

	 ○神吉紀世子（京都大）・山口直人・石田翔	 (221)
　
6108	 空き地を活用した農コミュニティにおける付属建築物等の
	 	 利用傾向	 ○池田裕大郎（名城大）・佐藤布武	 (223)
　

	 ■ 9月10日（木）　１号館1403室

都市計画史 (1)（9:41〜 10:29）	 司会：劉一辰・武井柊磨

7001	 パリ・レザマンディエ地区における不衛生街区整備の経緯
と都市建築家の役割　その2　都市建築家による<批評
的な修復>と「渾然性」の獲得

	 ○宮部祥太郎（京都大）・中村景月・田路貴浩	 (1)
　
7002	 ヨーゼフ・シュトゥッベン1881年のケルン計画　ジッテの
	 	 芸術性との比較から	 ○市川千尋（筑波大）・松原康介	 (3)
　
7003	 スターリン時代のタシケントにおける都市改造　ナヴォイ通
	 	 りを事例として	 ○吉田快斗（筑波大）・松原康介	 (5)
　
7004	 ドイツ帝国期（1871-1918）のストラスブールにおけるノイ
	 	 シュタット形成	 ○相楽駿（筑波大）・松原康介	 (7)
　
7005	 モロッコの都市とスラム　マラケシュのVSBプログラムを
	 	 事例として	 ○岡本みもり（筑波大）・松原康介	 (9)
　
7006	 スペイン保護領テトゥワンの植民都市計画
	 ○山城昌怜（筑波大）・松原康介	 (11)
　
都市計画史 (2)（10:32〜 11:04）	 司会：岩本一将・森田彩香

7007	 現在の用途地域における富山都市計画地域 (1931)の反映度
	 	 の検証	 ○土屋泰樹（富山大）・中川嵩章	 (13)
　
7008	 宮崎市戦災復興都市計画の策定と施行経過に関する研究
	 ○武井柊磨（宮崎大）・劉一辰	 (15)
　
7009	 中華民国・建設総署・興亜院による中国天津の都市計画
	 ○劉一辰（宮崎大）	 (17)
　
7010	 メガイベントがもたらす都市への影響に関する研究　その1

高度経済成長期に開催された4事例を対象に
	 ○嶋津大智（神奈川大）・上野正也	 (19)
　
市街地の変容 (1)（11:07〜 11:55）	 司会：下田元毅・柴田純花

7011	 中心市街地における歴史的町並みの変遷に関する研究　熊
本市古町地区を事例として

	 ○植田真琴（熊本大）・本間里見	 (21)
　
7012	 神戸市乙仲通における建物用途の変容に関する研究
	 ○武政遼平（大阪工業大）・水島あかね	 (23)
　
7013	 製造業企業立地の変化と都市構造の変容　刈谷市を事例と
	 	 して	 ○宮武青海（名城大）・萩原拓也	 (25)
　
7014	 郊外型大学キャンパス周辺における人口と事業所の集積の

形成プロセスに関する研究
	 ○張喬智（九州大）・坂井猛・洪銅基	 (27)
　
7015	 計画都市における都市像の変遷　吉備高原都市を対象とし
	 	 て	 ○鹿田萌々香（島根大）・井上亮	 (29)
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7036	 Bottom-up Regeneration of Public Housing Void Decks: 
Formation and Sustainability of Resident-Initiated 
Community Libraries in Singapore

	 ○YI REN（明治大）・田村順子・
	 Rui Zhi Choy・和歌山公博	 (71)
　
7037	 「ひらく・あつまる」「つながる」「ひろがる」のフェーズに

沿ったコミュニティ拠点運営に関する考察　「読む団地」
ジェイヴェルデ大谷田（足立区）の拠点運営を事例とし

	 	 て	 ○若菜峻大（日本総合住生活）・塩野洋平・
	 尾神充倫・中尾唯史・岡崎絵美子	 (73)
　
7038	 千里ニュータウンにおける近隣センターの活性化に関する

研究　近隣センターの管理・利用の変遷と、コミュニテ
ィ拠点としての活用事例に着目して

	 ○杉浦希望（ここにある）・麻生美希	 (75)
　
7039	 近隣センターの利用実態に関する研究　千里ニュータウン
	 	 の 3住区を対象に	 ○森木愛久（関西学院大）・金容善	 (77)
　
多様な交流活動（16:11〜 16:59）	 司会：村上早紀子・森木愛久

7040	 郊外団地周辺地区における「食」を媒介とした複合機能を
持つコミュニティ拠点に関する考察　その5　「団地キッ
チン」田島における団地地域の愛着形成に向けた活動の

	 	 展開について
	 ○立野慎弥（日本総合住生活）・尾神充倫・
	 中尾唯史・岡崎絵美子	 (79)
　
7041	 原市団地における学生主体の地域活動に対する住民の認識

と日常行動の変化　住民属性に着目して
	 ○麦倉大樹（芝浦工業大）・田中由乃	 (81)
　
7042	 住民主体で行う住宅地でのエリアマネジメントに関する研

究　新宿区淀橋地区を対象として
	 ○横島大介（オオバ）・野澤康	 (83)
　
7043	 高層マンション集積地区における住民有志団体のイベント

活動に対する参加要因に関する研究　横浜市にある高層
マンション集積地区を対象にして

	 ○美藤優斗（横浜国立大）・野原卓・
	 尹莊植・矢吹剣一	 (85)
　
7044	 団地の交流サロンにおける利用の実態と継続要因に関する

研究　移動条件・交流関係・生活行動に基づく分析
	 ○鈴木開翔（日本大）・中山礼寛・
	 岩田伸一郎・中島祟晃	 (87)
　
7045	 ニュータウンにおける拠点施設の「日常的なつながり」がも

たらすコミュニティ形成について　「J Smile 多摩八角堂」
での実践的な活動を事例として

	 ○野原未祐（日本総合住生活）・伊藤奈津子・
	 尾神充倫・中尾唯史・岡崎絵美子	 (89)
　

	 ■ 9月11日（金）　１号館1403室

住民による継承（10:16〜 11:04）	 司会：近藤早映・新美響也

7046	 住民団体活動当事者の意識変化から見る歴史文化遺産の価
値　「紫波歴史研究会」（岩手県紫波町）の活動実践の聞

	 	 き取り調査から	 ○今野公顕（岩手県立大）・倉原宗孝	 (91)
　
7047	 歴史的町並み保存地区における観光化の研究　三重県亀山
	 	 市関宿を対象に	 ○澤井風車（関西学院大）・清水陽子	 (93)
　
7048	 萩まちじゅう博物館におけるキーパーソンの役割とネットワ

ーク形成からみる都市遺産継承の仕組み
	 ○市川怜那（芝浦工業大）・桑田仁	 (95)
　
7049	 豪雪地域におけるアーケードの更新・撤去と合意形成に関

する研究　新潟県南魚沼郡湯沢町を対象として
	 ○渡邊美咲（芝浦工業大）・佐藤宏亮・栗原弘希	 (97)
　
7050	 まちづくりのための地域雑誌に関する研究　東京23区を事
	 	 例として	 ○箕輪吏紗（芝浦工業大）・志村秀明	 (99)
　
7051	 複数団体参加型の空き地利活用の実践　福島県双葉郡双

葉町を対象に
	 ○堀口耕平（東京科学大）・植田啓太・松下朋子・
	 大坪光杜・柴田雄三・伊藤江星	 (101)
　
公共空間の参加（11:07〜 11:39）	 司会：今野公顕・三國陸真

7052	 公共空間に社会との交点を誘発する方法に関する研究　パ
	 	 ーソナル屋台の実践例	 ○三矢勝司（名古屋学院大）	 (103)
　
7053	 ミラノ・Porto di Mare公園における公共緑地の管理と住民

参加による取り組みの変遷　ミラノにおける市民・活動
団体の公共空間再開発の一例として

	 ○松澤さらら（日本女子大）・薬袋奈美子	 (105)
　

7016	 歴史的密集地における住宅前面空間の構成とコミュニティ
形成の関係に関する研究　インドネシア・ジョグジャカル
タ州・カウマン・カンポンを対象にして

	 ○大須賀脩右（近畿大）・黄亮・脇田祥尚・白石英巨	 (31)
　
市街地の変容 (2)（11:58〜 12:30）	 司会：井上亮・鹿田萌々香

7017	 在郷町八尾における明治・大正期の道路及び公共施設整備
土地提供と寄付及び整備運動の観点から

	 ○柴田純花（東京大）・中島直人	 (33)
　
7018	 明治・大正期の輸送需要にみる電気軌道敷設と都市空間　

大阪市を起点とする軌道会社を対象として
	 ○髙見健太（京都工芸繊維大）・岩本一将	 (35)
　
7019	 整備手法の変遷からみる河川空間と地域の関係形成に関す

る考察　夙川河川敷緑地とその周域地域を対象として
	 ○池野光美（滋賀県立大）・下田元毅	 (37)
　
7020	 地方都市における「駅まち空間」の市街地構造の解明に関

する研究　JR九州日豊本線の駅の成立を契機とした市
街地の変容に着目して

	 ○島崎夏帆（早稲田大）・有賀隆・小松萌	 (39)
　
歴史的市街地の再生（13:30〜 14:18）	 司会：堀裕典・劉一辰

7021	 阪神間・武庫之荘住宅地における計画・販売時と開発最初
	 	 期の土地区画に関する一考察	 ○山口秀文（鳥取大）	 (41)
　
7022	 1923 年関東大震災後の震災復興小公園・小学校の形態変
	 	 容に関する研究	 ○二渡杏（東北大）・村尾修	 (43)
　
7023	 戦前からの戸建て住宅地の敷地分割建売住宅におけるセル
	 	 フエイドの余地	 ○外池梨々子（リビタ）・山本俊哉	 (45)
　
7024	 重要伝統的建造物群保存地区における居住推進の取組みに

関する研究
	 ○名和香菜子（立命館大）・吉田隼斗・岡井有佳	 (47)
　
7025	 特殊型地区計画の全国的実態把握と有用性に関する考察
	 ○山﨑舜介（岡山大）・堀裕典	 (49)
　
7026	 都市再開発に伴う神社の変容が関係者ネットワークと日常

的交流に及ぼす影響に関する研究　福徳・天祖・浜町神
	 	 社を対象として	 ○粕谷暖（早稲田大）・有賀隆・小松萌	 (51)
　
住環境の変容と評価（14:21〜 15:09）	 司会：劉一辰・杉浦希望

7027	 中国広州市の若者向けマンションの立地評価分析
	 ○JINGYI XU（筑波大）・渡辺俊	 (53)
　
7028	 テラスハウス居住者の生活志向の変化と周辺空き家への意

識の関係的側面からみた集住環境の変容と暮らしの持続
性の要件　その1

	 ○高橋陸斗（日本大）・本田竜河・松村香里・北野幸樹	 (55)
　
7029	 テラスハウス居住者の生活志向の変化と周辺空き家への意

識の関係的側面からみた集住環境の変容と暮らしの持続
性の要件　その2

	 ○本田竜河（日本大）・高橋陸斗・松村香里・北野幸樹	 (57)
　
7030	 帰属意識から見た上海都市住空間に関する研究　里弄にお
	 	 けるコミュニティの空間的表現	 ○馬博文（神戸大）	 (59)
　
7031	 神戸市営住宅におけるサブリース型事業の運用実態に関す
	 る考察	 ○堀裕典（岡山大）・辻本湧斗・眞海颯	 (61)
　
7032	 ルーズベルト・アイランドにおけるアフォーダブル・ハウジ

ングを中心とした住宅普及および地域の変容
	 ○坂本由紀（早稲田大）・佐藤将之・生田尚志	 (63)
　
住宅地の共用空間（15:12〜 16:08）	 司会：野澤康・横島大介

7033	 市営集合住宅の共用空間の使われ方に関する研究　その1
建替移転の前後1年程度における共用通路利用の比較

	 ○竹内綾亮（国士舘大）・横内基・寺内義典・
	 原英嗣・田中千歳・森川禎二郎・
	 江口司津・佐藤介一・竹内健一	 (65)
　
7034	 Discovering Urban Neighbourhood Identities through 

Structural Anthropological study of Vernacular in
	 	 Singapore	 ○Rui Zhi Choy（明治大）・田村順子・
	 和歌山公博・Yi Ren	 (67)
　
7035	 Research on the Definition of Spatial Adaptability in 

Dimensional Aspects of High-Rise Building's Low-Level 
Public Spaces

	 ○Shiwei Hu（芝浦工業大）・IKURO SHIMIZU	 (69)
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7054	 Park-PFI事業を通じた公園への市民参加・公園活用の変
容に関する研究　各務原市「学びの森」を対象として

	 ○新美響也（三重大）・近藤早映	 (107)
　
7055	 歩行者利便増進道路における利便増進施設の社会実験から

本利用までのプロセスに関する研究
	 ○久嶋はるひ（大阪公立大）・徳尾野徹・
	 石山央樹・西野雄一郎	 (109)
　
意識の形成（11:42〜 12:30）	 司会：桑田仁・市川怜那

7056	 施設・地域に関する情報伝達による将来利用者の意識変化
	 ○加藤開（東京理科大）・古川健琉・伊藤香織・
	 高柳誠也・秋本尚美・工藤由貴	 (111)
　
7057	 地方都市における駅前空間のエリアリノベーションに関する

研究　宮崎県都城市「都城駅」を対象にして
	 ○長谷川もこ（都城高専）・杉本弘文	 (113)
　
7058	 地域資源を活用するスマートシティプロジェクトに関する研

究　豊洲スマートシティでのオープンスペース活用ワーク
ショップに着目して

	 ○菊地由夏（芝浦工業大）・志村秀明	 (115)
　
7059	 防災マップのデザイン的課題とその改善　魚住小学校区 清

水ヶ丘地区を対象とした実践を通じて
	 ○中前稔（明石高専）・本塚智貴	 (117)
　
7060	 空間像合意形成支援ツールとしてのブロック型3次元ゲー

ムの特徴　その1　空間像再現度実験を通じた模型との
	 	 比較分析	 ○貝和壯一（早稲田大）・矢口哲也・三國陸真	 (119)
　
7061	 空間像合意形成支援ツールとしてのブロック型3次元ゲー

ムの特徴　その2　空間像検討ワークショップを通じた
模型との比較分析

	 ○三國陸真（早稲田大）・矢口哲也・貝和壯一	 (121)
　
参加プロセス（13:30〜 14:18）	 司会：伊藤孝紀・西田智裕

7062	 まちづくり市民会議から市民主体のまちづくりへ展開する
プロセス　静岡県「御殿場100人ミライ会議」を対象と

	 	 して	 ○鈴木陽麻里（神奈川大）・山家京子・柏原沙織	 (123)
　
7063	 遊休駅舎の活用実態と実行主体別の活用プロセスに関する
	 	 研究	 ○森本彩乃（山口大）・宋俊煥・清水里司	 (125)
　
7064	 瀬戸内国際芸術祭の変遷と資金システムに関する考察
	 ○前田雛（岡山大）・堀裕典	 (127)
　
7065	 駅前にあるコミュニティカフェの運営を通じたコミュニティ

形成の実践研究　カタルバオセロを事例として
	 ○盤若日向（鹿児島大）・正木哲	 (129)
　
7066	 地域協働によるコミュニティ空間のエリアマネジメントに関

する研究　高架下空間の利活用に着目して
	 ○チョウ イテイ（東洋大）・齋藤博	 (131)
　
7067	 地域協働型の廃校跡地活用における意思決定支援に関する

研究　元今熊野小学校跡地活用計画を題材として
	 ○森田優佑（京都美術工芸大）・生川慶一郎	 (133)
　
情報の共有（14:21〜 15:09）	 司会：山中新太郎・本川瑞葵

7068	 AI 技術を活用した情報提供システムの開発と有用性の検証
AIまちづくりコンシェルジュによるまちなか回遊支援の

	 	 試み	 ○村上稜（崇城大）・古賀元也・藤本賢志・
	 清島造徳・坂元旭・有馬隆文	 (135)
　
7069	 まちづくりワークショップにおける文章生成AI使用の課題

抽出　その1　東桜エリアマネジメント勉強会参加者の
経験値に着目して

	 ○別所輝（名古屋工業大）・山内友実・
	 西田智裕・伊藤孝紀	 (137)
　
7070	 まちづくりワークショップにおける文章生成AI使用の課題

抽出　その2　東桜エリアマネジメント勉強会参加者の
経験値に着目して

	 ○山内友実（名古屋工業大）・別所輝・
	 西田智裕・伊藤孝紀	 (139)
　
7071	 まちづくりワークショップにおける参加学生の経験差による

文章生成AIの効果検証　その1
	 ○山岡達弥（名古屋工業大）・小川岬輝・
	 西田智裕・伊藤孝紀	 (141)
　
7072	 まちづくりワークショップにおける参加学生の経験差による

文章生成AIの効果検証　その2
	 ○小川岬輝（名古屋工業大）・山岡達弥・
	 西田智裕・伊藤孝紀	 (143)
　
7073	 市民参加の促進に向けたオンラインプラットフォームの運用

実態　Liqlid 導入自治体を対象として
	 ○青木伶（早稲田大）・矢口哲也	 (145)
　

組織の形成（15:12〜 16:00）	 司会：山家京子・鈴木陽麻里

7074	 東日本大震災における復興支援活動にみる市民・NPOに
	 	 関する考察　その2	 ○倉原宗孝（岩手県立大）	 (147)
　
7075	 災害時からみたローカルメディアの運営実態と設置・移行

判断に関する考察　東日本大震災におけるコミュニティ
FMおよび臨時災害放送局を対象として

	 ○吉田結（東北工業大）・畠山雄豪	 (149)
　
7076	 帰還困難区域の残る地域における賑わいづくりに関する研

究　福島県双葉町の「ちいさな一歩プロジェクト」を中
	 	 心として	 ○本川瑞葵（日本大）・山中新太郎・三宅貴之	 (151)
　
7077	 市民まちづくりにおける地域主体との関係性の広がりの実

態に関する研究　ヨコハマ市民まち普請事業を対象とし
て

	 ○室本剛志（横浜国立大）・野原卓・尹莊植・矢吹剣一	 (153)
　
7078	 クリエイティブアプローチによるまちづくりに関する研究　
	 	 熊本県を対象として	 ○濱田詩月（熊本大）・本間里見	 (155)
　
7079	 Women’s Community Organizations and Their Roles in 

Community Work: A Comparative Study between the 
United Kingdom, Japan, and China

	 ○沈希子（東京科学大）・坂村圭	 (157)
　

	 ■ 9月9日（水）　１号館1404室

歴史的景観・景観マネジメント (1)（9:01〜 9:49）	司会：松井大輔・中島悠臣

7080	 ネパール・ルンビニ地域・ティラウラコット遺跡周辺エリア
に広がる遺跡地の景観特性　アジアの途上国における文
化遺産保全に関する研究　その4

	 ○黒本剛史（國學院大）・秋田明香・
	 Mauricio CLAVIJO・黒瀬武史・
	 森朋子・西村幸夫	 (159)
　
7081	 ネパール・ルンビニ地域・ティラウラコット遺跡周辺エリア

に広がる遺跡地の保全計画提案　アジアの途上国におけ
る文化遺産保全に関する研究　その5

	 ○秋田明香（九州大）・黒本剛史・
	 Mauricio CLAVIJO・黒瀬武史・
	 森朋子・西村幸夫	 (161)
　
7082	 「生態系の健全性」を制度原理として再構成した非成長型

都市計画の構造　バンフ国立公園パークサービスゾーン
	 	 のバンフ町を事例として	 ○森朋子（札幌市立大）	 (163)
　
7083	 ジン蒸留所の建築・都市空間に関する基礎的情報整理　酒

造産業遺産に関する基礎的研究　その4
	 ○鳥海基樹（東京都立大）	 (165)
　
7084	 日南市飫肥重伝建地区における駐車場の配置と景観的課題
	 ○田中和希（宮崎大）・劉一辰・李雪・藤川昌樹	 (167)
　
7085	 首里の歴史的市街地の空間構成の変化に関する研究　当蔵

町、赤田町、山川町を中心として
	 ○上田啓真（琉球大）・清水肇	 (169)
　
歴史的景観・景観マネジメント (2)（9:52〜 10:40）	
	 司会：黒本剛史・秋田明香

7086	 重伝建地区未選定の地区における歴史的建築物の継承に関
する研究　その 1　近畿圏における歴史的建築物の残存
状況と滅失要因について

	 ○池尾虎太朗（大阪公立大）・藤本卓也・
	 徳尾野徹・石山央樹・西野雄一郎	 (171)
　
7087	 建物外観と街路空間の相関による外観変更の論理について

重伝建地区未選定の地区における歴史的建築物の継承に
関する研究　その2

	 ○藤本卓也（大阪公立大）・池尾虎太朗・
	 徳尾野徹・石山央樹・西野雄一郎	 (173)
　
7088	 沼津市中心市街地における伊豆石建造物の残存状況と利活

用に関する考察　伊豆石の文化圏と地域性に関する研究
	 	 その9	 ○塩見寛（Kei_まちづくりネットワーク）	 (175)
　
7089	 阿賀野市における安田瓦の製造に関する文化的景観
	 ○阿子島快（千葉大）・松井大輔	 (177)
　
7090	 重要伝統的建造物群保存地区における持続可能な方策の考

察　大阪府富田林寺内町を事例として
	 ○米澤愛生（武庫川女子大）・山本親・中村優花	 (179)
　
7091	 飛騨古川における土蔵の外観的特徴と住民の保存意識
	 ○石山響（新潟大）・松井大輔	 (181)
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歴史的景観・景観マネジメント (3)（10:43〜 11:23）	
	 司会：西野雄一郎・阿子島快

7092	 神戸市魚崎郷景観形成市民協定地区での震災後の景観形
成基準の適合状況に関する研究

	 ○栗山尚子（神戸大）・Dagan QING・銭奕君	 (183)
　
7093	 重伝建地区における地域居住の維持に関する研究　立地適

正化計画での重伝建地区の位置づけに着目して
	 ○宇佐見萌夏（オリエンタルコンサルタンツ）・西川亮	 (185)
　
7094	 古絵図と3次元モデルを用いた狭山池の景観変遷
	 ○下田麻央（武庫川女子大）・杉浦徳利・上町あずさ	 (187)
　
7095	 修理・修景事業におけるメモリーグラフの導入に関する研

究　佐渡市小木町重要伝統的建造物群保存地区を対象
	 	 として	 ○仁部竜汰（新潟大）・松井大輔・髙橋彰	 (189)
　
7096	 Instagram 投稿写真の分析から考察する歴史的景観特性の

捉え方に関する研究　広島県呉市御手洗重伝建地区を対
象として

	 ○中島悠臣（横浜国立大）・野原卓・尹莊植・矢吹剣一	 (191)
　
自然・緑地 (1)（11:26〜 12:30）	 司会：西川亮・仁部竜汰

7097	 東京都における特定生産緑地制度導入以降の都市農地の転
	 	 用実態	 ○吉田朝陽（工学院大）・藤賀雅人	 (193)
　
7098	 国分寺崖線における崖線区域指定の効果に関する自治体間
	 	 の比較研究	 ○平林尚之（芝浦工業大）・桑田仁	 (195)
　
7099	 都市型住宅地におけるミニ開発後の周辺熱環境調和に資す

る街区内緑化方策の検討
	 ○中田千晴（東京都市大）・斉藤圭	 (197)
　
7100	 江東内部河川における建物特性と「水辺への開放性」に関

する考察
	 ○松岡丈斗（横浜国立大）・野原卓・尹莊植・矢吹剣一	 (199)
　
7101	 東京都墨田区における雨水利用の動向と雨水タンクの設置

実態に関する研究
	 ○三田晴貴（日本大）・菅原遼・江川香奈	 (201)
　
7102	 風力発電事業の地域との関係に関する研究　秋田県沿岸北

部地域を対象として
	 ○山内美和（芝浦工業大）・志村秀明	 (203)
　
7103	 Distribution Characteristics of Bear Sightings in the Oze 

National Park Based on Visitor Reports Data
	 ○サイ バンキ（広島大）・タン ソウニ	 (205)
　
7104	 大阪市域を対象とした非制度的農地の計画的位置づけに向

けた事例考察　所有者宅からの距離と第三者への農地の
解放様式に着目して

	 ○中村大智（大阪大）・木多道宏・松原茂樹・金徳祐	 (207)
　

	 ■ 9月10日（木）　１号館1404室

自然・緑地 (2)（9:09〜 10:05）	 司会：矢吹剣一・小松航樹

7105	 複合商業施設における緑化の傾向　渋谷区のショッピング
センターを対象として

	 ○網井さくら（東京理科大）・高佳音	 (209)
　
7106	 持続的で良好な公園環境に向けた維持管理の実態に関する

研究　東京都・区立公園における維持管理費用の立地的
	 	 特徴	 ○落合優貴（東京電機大）・小西千秋・土田寛	 (211)
　
7107	 Googleストリートビュー画像を用いた金沢市中心部におけ

る緑視率の空間分布把握と景観特性の分析
	 ○藤井健史（金沢工業大）・塩田菜々香	 (213)
　
7108	 大学キャンパス内の樹木配置に基づく景観構造の基礎的研
	 	 究	 ○炊江由布子（九州工業大）・石塚直登	 (215)
　
7109	 大阪府堺市を対象とした多点同時気温実測結果の比較
	 ○松尾薫（大阪公立大）・武田重昭・加我宏之	 (217)
　
7110	 宮島周辺における水環境の知覚評価と利用適性に関する研

究　アンケート調査に基づく空間比較分析
	 ○TIANYUE CHEN（広島大）・
	 タン ソウニ・西名大作	 (219)
　
7111	 観光客の視点から見た宮島3観光地水域の水環境評価に関

する研究
	 ○QIANNUO WU（広島大）・SHOUNI TANG	 (221)
　

街路・公共空間 (1)（10:08〜 10:56）	 司会：石塚直登・落合優貴

7112	 日常と非日常の比較による都市空間の滞留誘発条件の解明
名古屋市オアシス21を事例として

	 ○柳澤千尋（名古屋市）・萩原拓也	 (223)
　
7113	 松山市花園町通りにおける官民連携による街路空間の整備
	 	 と活用に関する研究	 ○山崎由佳（近畿大）・市川尚紀	 (225)
　
7114	 公衆喫煙所の設置に係る歩行者空間のデザイン課題に関す
	 	 る研究	 ○筒井瑚南（工学院大）・遠藤新	 (227)
　
7115	 VR空間と実空間での歩行実験を併用した広場空間の行動

評価に関する研究　大宮　鐘塚公園を対象として
	 ○千葉陽太（阪急阪神不動産）・鈴木俊治	 (229)
　
7116	 都市の低未利用空間の活用に資する研究アウトリーチ手法

に関する研究
	 ○小松航樹（日建設計総合研究所）・筧文彦	 (231)
　
7117	 景観シミュレーションに適した3次元都市モデルの構築検
	 	 討	 ○足立大二（芝浦工業大）・佐藤宏亮	 (233)
　
街路・公共空間 (2)（10:59〜 11:47）	 司会：萩原拓也・足立大二

7118	 公共空間における滞留の時間と質に関する研究　札幌と大
宮の公共空間活用社会実験を対象として

	 ○塚原結花（芝浦工業大）・鈴木俊治	 (235)
　
7119	 地方都市におけるウォーカブルなまちづくりに資する道路

空間活用に関する研究　その2　京都府舞鶴市を対象と
したストリートファニチャーの開発

	 ○日下部元喜（舞鶴高専）・尾上亮介・浮田響	 (237)
　
7120	 駅前通りにおける車道削減型再編の断面構成と成立条件に

関する研究　幅員規模に基づく空間再編手法の類型化
	 ○石塚幸輝（千葉大）・後藤智哉・松浦健治郎	 (239)
　
7121	 都市環境が歩行時ストレスに及ぼす影響に関する研究　そ

の2　中心業務地区の公開空地の緑視率と熱環境に着目
	 	 して	 ○奥村奏（日本郵政不動産）・鈴木俊治	 (241)
　
7122	 交差点空間と都市文脈の相関に関する研究　横浜市保土ヶ

谷区における角地空間の境界条件に着目して
	 ○白井遥（お茶の水女子大）・藤山真美子	 (243)
　
7123	 生活道路の交差点における視認性と安全性に関する研究　

東京都練馬区大泉学園町を対象として
	 ○初谷瞭太（芝浦工業大）・鈴木俊治	 (245)
　
街路・公共空間 (3)（11:50〜 12:30）	 司会：松浦健治郎・白井遥

7124	 公衆トイレが有するパブリックプレイスとしての特性に関す
る研究　東京都渋谷区の公衆トイレを対象として

	 ○畑岡美代（お茶の水女子大）・藤山真美子	 (247)
　
7125	 住商混在地区における居住者と観光客の関係性と行動特性

中国・大連市南山路沿いを対象として
	 ○趙晨月（フェンリル）・森傑・野村理恵・坪内健	 (249)
　
7126	 川越一番街商店街における歩行者と車両の共存に向けた歩

行者行動の分析　乱横断・車道はみ出し・滞留行動に着
	 	 目して	 ○椿彩花（芝浦工業大）・桑田仁	 (251)
　
7127	 交差点および建物の形状が自己方向把握における地図アプ

リケーションの表示方式の有効性に及ぼす影響
	 ○酒井ももこ（千葉大）・吉岡陽介	 (253)
　
7128	 幸福感評価に基づく公共空間での滞留者とモビリティ搭乗

者の共存条件
	 ○小椋穣（東京都市大）・末繁雄一・高柳英明・
	 杉町敏之・宮地英生	 (255)
　
遊休不動産の活用・観光（13:30〜 14:10）	 司会：白石英巨・滝本功太郎

7129	 景観的・自然的価値が高い地域からみた分散型ホテルの立
地傾向に関する研究

	 ○孫瑞婷（九州大）・姫野由香・徐良雪・馬場翔太郎	 (257)
　
7130	 歴史的市街地における公民連携による遊休不動産活用事業

の展開プロセス　長野県上田市のリノベーションまちづく
りを対象として

	 ○関琢海（横浜国立大）・野原卓・尹莊植・矢吹剣一	 (259)
　
7131	 地域特性に基づいた中山間地域の分類に関する研究　中山

間地域における遊休不動産利活用が地域コミュニティに
与える影響　その1

	 ○徐良雪（大分大）・姫野由香・林成峻・
	 近藤真穂・孫瑞婷	 (261)
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7132	 中山間地域の遊休不動産活用における住民関与のプロセス
中山間地域における遊休不動産利活用が地域コミュニテ
ィに与える影響 　その2

	 ○近藤真穂（大分大）・姫野由香・林成崚・徐良雪	 (263)
　
7133	 奈良県・山の辺の道における観光に向けた住民による自発

的実践の発生に関する研究
	 ○清瀬泰吏（大阪大）・金徳祐・松原茂樹・木多道宏	 (265)
　
公共空間・都市公園（14:13〜 15:01）	 司会：本多由佳・安ヶ平翔大

7134	 ウィーン市のグレッツルオアーゼにおける利用者と非利用者
の属性差異に関する研究　アンケート調査に基づく分析

	 ○陳嘉檀（東京理科大）・伊藤香織	 (267)
　
7135	 民間施設を導入した公園における自由利用者の利益と不利

益　北谷公園を対象としたケーススタディ
	 ○鎌田航（東京理科大）・伊藤香織	 (269)
　
7136	 動的データに基づく都市公園の利用と立地の関係に関する

研究　金沢市住区基幹公園を事例に
	 ○滝本功太郎（金沢大）・白石英巨	 (271)
　
7137	 公園緑地が周辺エリアの地価に与える影響に関する研究　

東京23区の住区基幹公園を対象に
	 ○白石圭志（広島大）・前川俊輔・田村将太・田中貴宏	 (273)
　
7138	 水場のある公園における子どもたちの遊び方の実態調査と

空間・施設の改善に関する研究　練馬区光が丘地区の2
つの区立公園を対象として

	 ○関口快（芝浦工業大）・鈴木俊治	 (275)
　
7139	 公園の賑わい創出に資するストリートファニチャーの開発と

実証実験　岡山下石井公園の社会実験を通して
	 ○山根遥（大阪府）・堀裕典	 (277)
　
活用・保全（15:04〜 15:44）	 司会：藤井健史・熊谷幸路

7140	 戦災復興土地区画整理事業により誕生した未利用地活用型
オープンスペースの成立経緯　名古屋市「どんぐりひろ

	 	 ば」制度	 ○北原麻理奈（愛知淑徳大）	 (279)
　
7141	 重要文化的景観における宿泊施設整備の保存と活用に関す

る研究　福井市下岬地区を対象として
	 ○三﨑広大（立命館大）・吉田隼斗・岡井有佳	 (281)
　
7142	 ノコギリ屋根工場の再活用への課題　愛知県一宮市を対象
	 	 として	 ○丹羽真悠子（三重大）・三宅諭	 (283)
　
7143	 歴史的建築物の保全・活用に向けた建築基準法適用除外制
	 	 度に関する研究	 ○鴨井克拡（淺沼組）・徳尾野徹・
	 石山央樹・西野雄一郎	 (285)
　
7144	 密集市街地における事業用地の暫定利用計画論　その戦略

と戦術に着目して
	 ○座間ゆず子（アール・アイ・エー）・山本俊哉	 (287)
　
街路・屋外空間（15:47〜 16:51）	 司会：北原麻理奈・丹羽真悠子

7145	 川越の歴史的中心市街地における歩道の有効幅員と移動の
連続性の関係性に関する研究

	 ○小西信（芝浦工業大）・鈴木俊治	 (289)
　
7146	 幹線道路の整備形態による街道の中心性保持の差　北国街

道8宿場町を対象とした街路構造分析
	 ○佐々木俊太（東京理科大）・伊藤香織	 (291)
　
7147	 主要幹線道路の屋外広告物が形成するロードサイド景観に

関する研究　国道 4号バイパスの沿道店舗群が掲出する
屋外広告物パターンに着目して

	 ○安ヶ平翔大（東京電機大）・本多由佳・土田寛	 (293)
　
7148	 都市歩行における「寄り道行動」の誘発要因に関する研究

発話記録に基づく経路選択理由の抽出と分類体系の構築
	 ○黒岩和彦（大阪大）・青木嵩・伊丹絵美子・横田隆司	 (295)
　
7149	 屋外公共空間におけるユーザの滞留空間選択傾向に関する

研究　池袋での可視・被視領域に着目した社会実験を通
	 	 して	 ○中野桃花（お茶の水女子大）・藤山真美子	 (297)
　
7150	 都市広場の使われ方に関する研究　天王寺公園エントラン

スエリアの滞留者に関わる分析
	 ○林七菜子（岡山大）・堀裕典・包慕萍	 (299)
　
7151	 劇場が隣接する駅前広場における滞在行動に関する研究　

箕面船場駅前広場を対象に
	 ○菅奏斗（大阪大）・横田隆司・伊丹絵美子・青木嵩	 (301)
　
7152	 オープンスペースにおける木材利用の実態把握と導入ポテ

ンシャルの推計　福山駅前エリアを対象として
	 ○熊谷幸路（広島大）・横山真	 (303)
　

	 ■ 9月11日（金）　１号館1404室

人流・回遊・滞留行動（9:00〜 9:48）	 司会：鈴木達也・松下紗奈

7153	 Park PFI 制度活用公園における大規模人流GPSデータ
と売上データを用いた滞在行動と飲食店売上の関連分析
「HIROSHIMA GATEPARK（ひろしまゲートパーク）」
を対象として

	 ○田村将太（広島大）・小沢啓太郎・田中貴宏・
	 楠本正幸・早川輝・竹中俊平・土肥博	 (305)
　
7154	 Traffic Congestion Assessment of Urban Landmarks Under 

the Influence of Internet Celebrity Phenomenon A Case 
Study of Changsha, China

	 ○Shen WANG（広島大）・Shouni TANG	 (307)
　
7155	 英国ロンドンOld Spitalfields Market における滞留空間に
	 	 関する調査研究	 ○西川千晶（工学院大）・遠藤新	 (309)
　
7156	 英国ロンドンBorough Marketにおける滞留行動に関する
	 	 調査研究	 ○大江凜歩（工学院大）・遠藤新	 (311)
　
7157	 新宿駅周辺における公共空間における滞留行動に関する比
	 	 較	 ○岸本芽乃（工学院大）・遠藤新	 (313)
　
7158	 熊本市中心市街地におけるまちなか来街・回遊行動に関す

る実態把握　ウォーカブルなまちづくりの推進に向けた
基礎調査

	 ○黒木海飛（崇城大）・古賀元也・長聡子・有馬隆文	 (315)
　
交通行動とモビリティ（9:51〜 10:31）	 司会：佐藤栄治・菅佐原勇人

7159	 通勤・通学時における電動キックボードの経路選択に関す
る研究　渋谷駅周辺における徒歩・自動車との比較分析

	 ○塚本柊平（山下設計）・郷田桃代・足立壮太	 (317)
　
7160	 地方都市における橋上化事業で整備された自由通路の回遊

性評価　その3　駅周辺整備事業完了後の利用状況調査
	 	 と考察	 ○田村渓介（東日本旅客鉄道）・在家善之・
	 遠藤徹・松尾康太郎	 (319)
　
7161	 LRT導入後の交通弱者のアクセシビリティ変化とC&BR

の可能性　宇都宮LRT開業による到達圏の変化に関す
る研究　その2

	 ○齊藤好我（日本大）・山中新太郎・三宅貴之	 (321)
　
7162	 （講演発表者の申し出により取り下げ）	 	 (323)
　
7163	 都市内部における公共交通・自動車交通の利便性から見る

交通整備実態と人口分布の関連分析　大阪府堺市を事例
	 	 に	 ○礒野暉（大阪大）・青木嵩・伊丹絵美子・横田隆司	 (325)
　
施設立地とアクセシビリティ (1)（10:34〜 11:06）	 司会：今和泉拓・長聡子

7164	 河川洪水時における浸水域からの最短距離脱出を前提とし
	 	 た避難所最適配置	 ○富澤祐輔（東京都立大）・吉川徹	 (327)
　
7165	 医療・介護データを用いた在宅生活継続困難高齢者の空間

分布と支援体制に関する研究
	 ○竹澤くるみ（宇都宮大）・佐藤栄治・三宅貴之	 (329)
　
7166	 訪問看護事業所のサービス提供実績データから予測する郊

外事業所立地の有効性に関する研究　その1　訪問看護
需要の予測とその空間分布

	 ○野沢忠司（インターネット）・佐藤栄治・竹澤くるみ	 (331)
　
7167	 訪問看護事業所のサービス提供実績データから予測する郊

外事業所立地の有効性に関する研究　その2　容量制約
付き施設配置モデルによる施設立地の評価

	 ○佐藤栄治（宇都宮大）・野沢忠司・竹澤くるみ	 (333)
　
施設立地とアクセシビリティ (2)（11:09〜 11:49）	 司会：今和泉拓・礒野暉

7168	 住民・観光者の両視点から見た道の駅の最適配置　千葉県
南部を対象にして

	 ○菅佐原勇人（東京都立大）・吉川徹・讃岐亮	 (335)
　
7169	 「子育てのしやすい街」における15分都市の実現実態　徒

歩・自転車での子育て関連施設へのアクセシビリティに
	 	 着目して	 ○森下琉雅（東京都立大）・吉川徹	 (337)
　
7170	 廃校の避難所指定による避難距離の短縮効果の分析　神

奈川県横須賀市を例として
	 ○阿部天（東京都立大）・吉川徹・讃岐亮	 (339)
　
7171	 中断を含めた撤去シナリオによる利用率が距離減衰する地
	 	 域公共建築物の価値評価手法	 ○吉川徹（東京都立大）	 (341)
　
7172	 福岡市における電気自動車充所の普及傾向と立地実態
	 ○洪銅基（九州大）・姜在元・呉濟元	 (343)
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都市構造・空間形態（11:52〜 12:32）	 司会：長聡子・富澤祐輔

7173	 街路ネットワーク構造に基づく都市機能誘導区域の規模の
検討　バス停立地街路の近接中心性を通じて

	 ○山野陽哉（鹿児島高専）・山本聡	 (345)
　
7174	 地区スケールの将来ビジョン形成に資する都市形態の評価

方法の構築　その1　データベースの構築と将来シナリ
オ形成に向けた計画的要件の考察

	 ○斉藤孝治（名古屋大）・今和泉拓・山崎潤也	 (347)
　
7175	 地区スケールの将来ビジョン形成に資する都市形態の評価

方法の構築　その2　シナリオプランニングに基づく将
来シナリオの計画

	 ○今和泉拓（愛知工業大）・斉藤孝治・山崎潤也	 (349)
　
7176	 Space matrix 理論及び棟数密度に着目した街区の類型化
	 ○和歌山公博（明治大）・田村順子・
	 Ren YI・Choy Rui Zhi	 (351)
　
7177	 人口密度の距離減衰を考慮した地域分割に関する研究
	 ○鈴木達也（香川大）	 (353)
　
都市評価・ウェルビーイング（13:30〜 14:18）	 司会：田村将太・谷田みのり

7178	 都市評価指標群の構造的特性の比較分析
	 ○長聡子（西日本工業大）・吉武哲信・阿部翼	 (355)
　
7179	 こどもにやさしいまちと地域幸福度とを連携した都市評価
	 	 システムについての研究	 ○佐久間治（九州工業大）	 (357)
　
7180	 ウェルビーイング向上に寄与するまちづくり計画支援ツール

に関する研究　その12　市民投稿データによる評価構造
と地域特性の分析

	 ○金炅敏（大成建設）・藤岡友美・佐藤大樹・
	 出口亮・片岡公一・鈴木伸治	 (359)
　
7181	 ウェルビーイング向上に寄与するまちづくり計画支援ツール	

に関する研究　その13　参加者属性に着目した橋本
ECWの実践分析

	 ○鈴木伸治（横浜市立大）・片岡公一・佐藤大樹・
	 金炅敏・藤岡友美・出口亮	 (361)
　
7182	 ウェルビーイング向上に寄与するまちづくり計画支援ツール

に関する研究　その14　デジタルネイティブな参加型都
市計画プロセスの展開

	 ○片岡公一（山手総合計画研究所）・佐藤大樹・
	 藤岡友美・金炅敏・出口亮・鈴木伸治	 (363)
　
7183	 ウェルビーイング向上に寄与するまちづくり計画支援ツール

に関する研究　その15　岡崎市におけるウォーカビリテ
ィ評価の実証的検討

	 ○藤岡友美（大成建設）・佐藤大樹・金炅敏・
	 宮本美哉・小平倫子・片岡公一	 (365)
　
子そだて・教育環境（14:21〜 15:01）	 司会：足立壮太・村瀬亮

7184	 子どもの見守り技術の利用実態とその要因に関する考察　
小学生の位置情報端末所持に着目して

	 ○中谷知佳（岡山大）・堀裕典	 (367)
　
7185	 森林を活用したプレーパークの運営実態と継続要因に関す
	 	 る研究	 ○小林洸貴（関西大）・堤紅葉・小野杏華・
	 土佐祐斗・笹部日麻莉・大影佳史	 (369)
　
7186	 小学生期の帰り道における空間経験とシビックプライドの

関係に関する研究
	 ○谷田みのり（山口大）・宋俊煥・清水里司	 (371)
　
7187	 小・中学校の学校施設の複合化と学校・地域特性との関連

性の研究　静岡県内の複数自治体を対象として
	 ○立花優（東京都立大）・吉川徹・讃岐亮	 (373)
　
7188	 茨城県における小学校通学路合同点検の実態と交通事故地
	 	 点データ分析	 ○伊藤彩乃（筑波大）・渡辺俊	 (375)
　
都市空間の分析と表現（15:04〜 15:44）	 司会：楠拓也・伊藤彩乃

7189	 地形断面と建築断面を統合した地図表現の提案とその可能
	 	 性について	 ○松尾侑希乃（京都大）	 (377)
　
7190	 都市空間におけるガラスファサードへの樹木の映り込み現

象に関する研究　東京・丸の内地区を対象として
	 ○稲葉彩乃（東京理科大）・郷田桃代・足立壮太	 (379)
　
7191	 歩きたくなるまちづくりに向けた歩行空間整備に関する研

究　熊本市中心市街地を事例として
	 ○浅里光輝（熊本大）・本間里見	 (381)
　
7192	 GISと3Dモデルによる川崎市のエコロジカルネットワーク 

形成状況の把握と屋上緑化の立体的検討に関する研究
	 ○杉山晴春（日本大）・中澤公伯	 (383)
　

7193	 緑の視覚的連続性に着目した景観分析手法に関する研究　
深度情報を付加した緑視画像解析

	 ○村瀬亮（東京理科大）・郷田桃代・足立壮太	 (385)
　
データ・技術・	地域分析（15:47〜 16:27）	 司会：本間里見・浅里光輝

7194	 「地価公示」と「都道府県地価調査」のデータを用いた面
的な地価の推計に関する研究

	 ○楠拓也（国土技術政策総合研究所）・吉川徹	 (387)
　
7195	 メタバースを活用した八代市厚生会館のデジタルアーカイ

ブ構築とまちづくりの提案
	 ○湯田晴樹（崇城大）・古賀元也・森山学・
	 坂元旭・藤本賢志・有馬隆文	 (389)
　
7196	 メタバース商店街におけるマルシェ開催を通じたビジネスモ

デルの構築の試み
	 ○中田優大（崇城大）・古賀元也・藤本賢志・
	 清島造徳・坂元旭・有馬隆文	 (391)
　
7197	 モンゴル・ウランバートル市街地の集合住宅地区に関する

研究　その14　都市部居住者の生活空間における世代
	 	 別の余暇活動特性について	 ○鈴木花恵（都城高専）・
	 DAMDINSUREN BOLORMAA・杉本弘文	 (393)
　
7198	 The New York Timesの記事から見る渋谷の都市イメージ
	 	 の変遷	 ○石綿麻矢（東京大）	 (395)
　

	 ■ 9月9日（水）　１号館1405室

観光振興と地域活性化（9:09〜 9:57）	 司会：阿部大輔・川瀬遥奈

7199	 日本の地理的表示保護制度の制度的特性と地域活性化効果
登録団体へのアンケート調査および東海地方事例に基づ
く考察

	 ○佐口玲夏（オリエンタルコンサルタンツ）・遠藤新	 (397)
　
7200	 Visitor Behavior and Regional Awareness at Miyajima 

Island: a Weekday-Weekend Questionnaire Survey
	 ○Yushang Qin（広島大）・Tang Shouni	 (399)
　
7201	 Catalyst Cultural Infrastructure for Rural Revitalization: 

The Case of Bookstore-Led Rural Tourism in China
	 ○張應舉（東京都立大）・岡村祐	 (401)
　
7202	 地域振興を目的とした元花街建築の保存・活用実態に関す

る基礎的調査　全国の現役花街及び旧花街を中心として
	 ○久保有朋（敬和学園大）	 (403)
　
7203	 国道 54号における地方創生・観光を加速する拠点となる

道の駅の検討　道の駅の調査からサービス施設の配置に
	 	 関する考察	 ○周軍艶（広島大）・タン ソウニ・西名大作	 (405)
　
7204	 無人駅の駅舎活用を通じた新たな地域拠点の成立条件
	 ○山岸未侑（東海大）・五十嵐日向子・後藤純	 (407)
　
観光地マネジメント（10:00〜 10:48）	 司会：久保有朋・馬場翔太郎

7205	 オープンシティプログラムによる観光まちづくり　その1　
建築祭及びオープンファクトリーの類型化

	 ○柴田光璃（神奈川大）・山家京子・柏原沙織	 (409)
　
7206	 日本における観光地域づくり法人（DMO）の連携実態に関
	 	 する考察	 ○西本彩絵子（岡山大）・堀裕典・小野晴之	 (411)
　
7207	 名称に「まちづくり」「まちおこし」が入っている観光協会

における「観光まちづくり」の実態に関する研究　北多
	 	 摩地域を対象として	 ○萩原悠（元立教大）・西川亮	 (413)
　
7208	 人流データ分析による観光客の滞在分布特性　宿泊型観光

客と通過型観光客に着目して
	 ○前原一磨（広島大）・小沢啓太郎・田中貴宏	 (415)
　
7209	 ツーリズムジェントリフィケーションが町家に与えた影響に

関する研究　京都市中心4区を調査対象として
	 ○大西黎路（関西学院大）・清水陽子	 (417)
　
7210	 京都市田の字地区における観光地化に伴う開口部形態の変

容に関する一考察
	 ○川瀬遥奈（URリンケージ）・阿部大輔	 (419)
　
地域固有の観光まちづくり（10:51〜 11:39）	 司会：川井千敬・柴田光璃

7211	 「越中八尾おわら風の盆」における観光対象化をめぐる地域
住民の認識に関する研究

	 ○坂井佑海（東京都立大）・岡村祐	 (421)
　
7212	 鞆の浦の観光まちづくりに関する研究　その1　鞆町江之

浦地区での戸外生活について
	 ○岸本藍弦（立教大）・内田瑞樹・岡田真奈・
	 松本有史・柳瀬望琉・山田梨央・
	 宇佐見萌夏・西川亮	 (423)
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7213	 鞆の浦の観光まちづくりに関する研究　その2　重伝建地
区とその周辺における観光客の回遊性について

	 ○松本有史（立教大）・柳瀬望琉・山田梨央・
	 内田瑞樹・岡田真奈・岸本藍弦・
	 宇佐見萌夏・西川亮	 (425)
　
7214	 高付加価値化に取り組む温泉街の分析　観光庁の事業を
	 	 対象に	 ○辛島一樹（前橋工科大）	 (427)
　
7215	 温泉観光地のライフサイクルにみる景観形成過程に関する

研究　熊本県阿蘇郡南小国町黒川温泉地区における観光
地形成過程に関する研究

	 ○馬場翔太郎（大分大）・姫野由香・
	 吉本怜真・芦刈翼	 (429)
　
7216	 ウェルネスツーリズムが生活習慣病（メタボリックシンドロ

ーム）予防に及ぼす行動変容への影響　観光体験を活用
	 	 した健康行動促進の可能性	 ○永野聡（立命館大）	 (431)
　
【オーガナイズドセッション】
観光まちづくり再考（11:42〜 12:30）	 司会：永瀬節治・川井千敬

7217	 観光推進の変遷からみる地域のテーマパーク化の課題と発
生メカニズムに関する研究

	 ○市田圭佑（東京科学大）・斎尾直子	 (433)
　
7218	 「来てほしい」と「迷惑」の両価性は誰に生じるか　倉敷美

観地区周辺住民の類型化
	 ○大畑友紀（福山大）・山下敬広	 (437)
　
7219	 地方都市における百貨店と周辺空間との景観的・空間的繋
	 	 がりに関する研究	 ○小國心成（東京都立大）・岡村祐	 (441)
　

	 ■ 9月10日（木）　１号館1405室

復興過程における空間変容（9:01〜 9:49）	 司会：益邑明伸・河内遼

7220	 震災と復興に伴う生活利便施設へのアクセシビリティの変
容　その1　広域視点で見る利便性の実態

	 ○高野由暉（東京理科大）・川村悠貴・伊藤香織	 (445)
　
7221	 震災と復興に伴う生活利便施設へのアクセシビリティの変

容　その2　まちなかに着目して
	 ○川村悠貴（東京理科大）・高野由暉・伊藤香織	 (447)
　
7222	 カンタベリー地震前後におけるゾーニングと住宅移転の関

係分析　アンケート調査に基づく移転理由と空間移動量
	 	 に着目して	 ○山田菜月（横浜国立大）・稲垣景子・
	 吉田聡・種市慎也	 (449)
　
7223	 2023年トルコ・シリア地震から3年間の復興過程に関する
	 	 研究　その1	
	 ○中林一樹（明治大）・石川永子・薬袋奈美子・
	 Meltem BANLABAN・佐藤将・Inan ONER	 (451)
　
7224	 2024 年トルコ・シリア地震からの3年目の復興に関する研

究　その2　恒久住宅の供給状況と検討されるべき課題
	 ○薬袋奈美子（日本女子大）・中林一樹・石川永子・
	 シェノル バラバン メルテム・
	 佐藤将・オネル イナン	 (453)
　
7225	 災害危険区域における「現地再建派の人々の復興観と要求

の変化」と「土地利用主体の関係構造」　宮城県仙台市
若林区荒浜を事例として

	 ○山口那月（東北大）・窪田亜矢・植田啓太	 (455)
　
復興とリスク低減（9:52〜 10:56）	 司会：平田京子・古川洋子

7226	 令和 6年能登半島地震により被災した商店街と地域の復興
七尾市一本杉通り商店街における復興方針策定と復興の

	 	 取り組みについて	 ○益邑明伸（工学院大）	 (457)
　
7227	 防潮堤計画が市街地環境の変化に与える影響に関する研究

気仙沼市内における宮城県管理の3つの防潮堤計画を対
	 	 象として	 ○河内遼（立命館大）・阿部俊彦	 (459)
　
7228	 空間配置と歴史的背景から見る高知市の神社と水災害リス
	 	 クの関係	 ○日下大聖（東京電機大）・小笠原正豊	 (461)
　
7229	 2024 年能登半島地震の復旧・復興に関する建築関連資料
	 	 収集とアーカイブ化の試み	 ○佐藤慶一（専修大）・佃悠	 (463)
　
7230	 防災インフラ整備による津波浸水リスク低減が地価に与え

る影響　浜松市における大規模防潮堤整備を対象として
	 ○得田実愛（横浜国立大）・稲垣景子・
	 吉田聡・種市慎也	 (465)
　
7231	 三大都市圏において密集市街地が解消した事例の考察　全

国アンケート調査からのケーススタディ
	 ○黒坂岳（岡山大）・堀裕典	 (467)
　

7232	 令和 6年能登半島地震における富山県氷見市中央町での復
興に向けた住民主体の取り組み　その1　「氷見・中央町
復興まちづくり方針」作成プロセスの報告

	 ○加藤優（東京科学大）・黒瀬圭一斗・真野洋介	 (469)
　
7233	 令和 6年能登半島地震における富山県氷見市中央町での復

興に向けた住民主体の取り組み　その2　震災を経た内
発的な地域づくり活動の再編プロセスに関する考察

	 ○黒瀬圭一斗（東京科学大）・真野洋介・加藤優	 (471)
　
復興過程におけるコミュニティ（10:59〜 11:39）	 司会：稲垣景子・山田菜月

7234	 定住促進を目指した災害公営住宅の目的外使用の実態
	 ○小地沢将之（宮城大）・秋山愛佳	 (473)
　
7235	 熊本県人吉市における洪水災害後の移住意向に関する研究
	 ○出合祥（宮崎大）・劉一辰	 (475)
　
7236	 地震災害後の住宅再建意思決定構造における顕示選好と表

明選好の差異　北海道胆振東部地震の実績データとアン
	 	 ケートの比較分析	 ○石井旭（北海道立総合研究機構）	 (477)
　
7237	 令和6年能登半島地震後の在宅被災者における地域再建活

動参画意欲の規定要因
	 ○康超凡（関西学院大）・照本清峰	 (479)
　
7238	 被災後の交流・会話が情報取得に及ぼす影響　令和6年

能登半島地震発生後の在宅避避災者を対象とした調査を
	 	 もとに	 ○安積昇陽（関西学院大）・門脇直己・
	 小柳蓮太郎・照本清峰	 (481)
　
市民の防災力向上（11:42〜 12:30）	 司会：小地沢将之・出合祥

7239	 文京避難所大学での避難所開設キットを用いた運営実習か
らみる防災士の意識　市民の防災力向上に向けて　その

	 	 113	 ○古川洋子（日本女子大）・平田京子・石川孝重	 (483)
　
7240	 能登半島地震において建築士が担った住宅再建相談支援の

内容と支援体制の特徴　市民の防災力向上に向けて　そ
の114

	 ○平田京子（日本女子大）・阿部一咲子・石川孝重	 (485)
　
7241	 能登半島地震および熊本地震における建築士による住宅再

建相談支援の比較　市民の防災力向上に向けて　その
	 	 115	 ○阿部一咲子（日本女子大）・平田京子・石川孝重	 (487)
　
7242	 福島県いわき市の当時小学生世代の平成23年東日本大震

災14年後の復興意識　市民の防災力向上に向けて　そ
	 	 の 116	 ○伊村則子（武蔵野大）・佐川唯・石川孝重	 (489)
　
7243	 福島県いわき市好間町住民の平成23年東日本大震災14年

後の地域復興評価　市民の防災力向上に向けて　その
	 	 117	 ○佐川唯（元武蔵野大）・伊村則子・石川孝重	 (491)
　
7244	 令和 6年能登半島地震に関する新聞・SNS上での被災者

発言における心理およびニーズの時系列分析　市民の防
災力向上に向けて　その118

	 ○佐藤遥（元日本女子大）・平田京子・石川孝重	 (493)
　
避難経路の検討（13:30〜 14:18）	 司会：村尾修・濵口加津子

7245	 高齢者を考慮した津波避難シミュレーションにもとづく津波
防災計画手法　防災ロバストコンパクトシティの構築　
その5　釧路市・函館市を対象として

	 ○猪俣咲月（北海道大）・瀬戸口剛・
	 杉本匠・松下鯉太郎	 (495)
　
7246	 大規模地震に伴う老朽化空き家倒壊が津波避難に及ぼす影

響の分析　道路閉塞リスクを考慮した横浜市中区周辺の
	 	 避難経路選定	 ○髙安優希（Graise HOME）・諫川輝之	 (497)
　
7247	 伝統的木造建築物密集地区における地震時道路閉塞リスク

のVR可視化と避難困難性の実験的検証
	 ○松尾健太郎（佐賀大）・永岩崇志・三島伸雄	 (499)
　
7248	 多様な災害からの逃げ地図の作成・活用に関する研究　そ

の33　高齢化を踏まえた津波避難困難地域の避難計画
手法の構築　和歌山県串本町田原地区の事例

	 ○金玟淑（京都大）・李惠智・山本俊哉・
	 森脇環帆・牧紀男	 (501)
　
7249	 多様な災害からの逃げ地図の作成・活用に関する研究　そ

の34　下田市における「逃げシルベ」を活用した個別避
	 	 難計画の作成の試み	 ○砂原芽生（横浜市）・山本俊哉	 (503)
　
7250	 多様な災害からの逃げ地図の作成・活用に関する研究　そ

の35　津波避難における自転車の有効性の検討　神奈
川県逗子市の自転車避難体験と逃げ地図を事例として

	 ○井上雅子（セコム）・大脇鉄也	 (505)
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避難行動と防災力の向上（14:21〜 15:25）	 司会：井上雅子・横山真

7251	 地震災害時の大学生の行動意向に関する調査研究　大学キ
ャンパスからの帰宅意思に着目して

	 ○三浦悠太郎（横浜国立大）・稲垣景子・
	 吉田聡・種市慎也	 (507)
　
7252	 要配慮者施設の災害リスクと施設利用者の避難可能性　宮

崎県延岡市を対象としたケーススタディ
	 ○浦悠祐（東京理科大）・高柳誠也	 (509)
　
7253	 原子力災害と避難行動要支援者
	 ○川﨑興太（福島大）	 (511)
　
7254	 災害時における孤立可能性集落の判定手法の違いが定量的

評価および判定精緻性に与える影響
	 ○二木楓香（宇都宮大）・佐藤栄治・竹澤くるみ	 (513)
　
7255	 南海トラフ巨大地震を考慮した和歌山県沿岸地域における

残存居住の移転困難性の現状分析
	 ○加藤萌々花（東北大）・村尾修・古屋貴司	 (515)
　
7256	 賃貸住宅における自助共助の取り組みと防災力向上の効果

に関する一考察　UR賃貸住宅を対象としたモデル団地
の取り組みを事例として

	 ○濵口加津子（法政大）・上山肇	 (517)
　
7257	 外部向け催事を通じた平時からの防災連携関係の構築に関

する実践と考察　その1　取組概要と特徴
	 ○野竹宏彰（清水建設）・牧住敏幸・南部世紀夫・
	 生富直孝・森本真之助・佐伯明子・平田京子・
	 石川孝重・古川洋子	 (519)
　
7258	 外部向け催事を通じた平時からの防災連携関係の構築に関

する実践と考察　その2　連携関係構築の可能性と課題
	 ○石川孝重（日本女子大）・平田京子・古川洋子・
	 森本真之助・佐伯明子・野竹宏彰・牧住敏幸・
	 南部世紀夫・生富直孝	 (521)
　
事前復興の取り組み（15:28〜 16:16）	 司会：横山真・山口裕矢

7259	 「事前復興計画」における木造仮設住宅の利活用を前提と
した建設候補地の検討に関する研究　南海トラフ地震を
想定した和歌山県広川町を対象として

	 ○前垣ひより（大阪大）・金徳祐・松原茂樹・木多道宏	 (523)
　
7260	 災害前の住宅移転の実態とその誘導要因に関する研究　南

海トラフ地震津波避難対策特別強化地域に着目して
	 ○福田玲衣（京都大）・牧紀男	 (525)
　
7261	 水害リスク説明義務化前後における居住地選択行動の変化

その2　居住形態による水害リスク説明の実態および住
	 	 民意識の違い	 ○諫川輝之（東京都市大）	 (527)
　
7262	 災害時協力井戸の実施状況と課題　南海トラフ地震津波避

難対策特別強化地域を対象として
	 ○菅野皓太（日本大）・菅原遼・江川香奈	 (529)
　
7263	 三木里地区における防災観光モニターツアーの策定プロセ

スと効果・検証
	 ○山田大介（愛知工業大）・益尾孝祐・山本俊哉・
	 野田明宏・丹羽菜々美・久保田華帆	 (531)
　
7264	 事前復興まちづくり計画の策定推進に必要な県の取組　三

重県の事前復興まちづくりを事例として
	 ○岡本奈美（三重大）・三宅諭	 (533)
　
シミュレーションを用いた防災まちづくり（16:19〜 17:07）	
	 司会：三宅諭・岡本奈美

7265	 熊本地震から学び南海トラフ地震に活かす二地域連携によ
る防災まちづくりの提案とその運用　AR技術を活用した
災害イメージアプリと防災設備図鑑の開発

	 ○山口裕矢（崇城大）・古賀元也・坂元旭・藤本賢志	 (535)
　
7266	 都心部の街路における街路構成要素割合と熱環境の関連分

析と推定モデル構築　深層学習を用いたストリートビュ
ー画像の画像分類を用いて

	 ○瀬野陽生（広島大）・田村将太・横山真・田中貴宏	 (537)
　
7267	 海風特性が異なる街区における暑熱緩和型街区開発の効果

の違いに関する研究　広島デルタ市街地を対象として
	 ○荻野克樹（広島大）・田村将太・田中貴宏・横山真	 (539)
　
7268	 広島県福山市における都市高温化対策に関する研究　その

3　数値計算による熱環境リスクの将来予測
	 ○横山真（福山市立大）・田中健太・田中貴宏	 (541)
　
7269	 2050 年カーボンニュートラル達成に向けたまちづくりGX

の推進に関する研究　その1　都市政策分野における脱
炭素まちづくりロードマップ策定フレームとその検討過程

	 ○渡部裕樹（日建設計総合研究所）・久保夏樹・
	 范理揚・岡垣晃	 (543)
　

7270	 2050 年カーボンニュートラル達成に向けたまちづくりGX
の推進に関する研究　その2　建物エネルギー消費由来
CO2排出量に関する大都市圏都心部及び地方都市のケー
ススタディ

	 ○久保夏樹（日建設計総合研究所）・范理揚・
	 渡部裕樹・岡垣晃	 (545)
　

	 ■ 9月11日（金）　１号館1405室

交通の改善（9:17〜 10:05）	 司会：吉村朋矩・清水俊貴

7271	 再配達削減策による再配達数及び走行距離削減効果の評
価　板橋区ときわ台駅周辺における住民意識調査とシミ

	 	 ュレーション分析	 ○柴田創士（早稲田大）・矢口哲也	 (547)
　
7272	 イベント終了後の集中出庫による渋滞緩和に関する研究　

駐車場出口最寄り交差点における右折車両台数と横断歩
行者数のトレードオフ

	 ○山田朋輝（日本大）・栗山陸・岩田伸一郎	 (549)
　
7273	 都市空間が経路選択に与える影響に関する研究　三軒茶屋

での探索における実測動線と予測動線の比較考察
	 ○中村美優（国士舘大）・南泰裕・関根俊太郎	 (551)
　
7274	 地方の新幹線駅周辺における駐車場の立地と特性
	 ○貴嶋春登（宮崎大）・劉一辰・李雪・藤川昌樹	 (553)
　
7275	 国内地方都市における公共交通無料化の実行可能性
	 ○川崎蒼朝（宮崎大）・劉一辰・李雪・藤川昌樹	 (555)
　
7276	 南九州3県における廃止路線の活用・転換に関する研究
	 ○池田直矢（宮崎大）・劉一辰・李雪・藤川昌樹	 (557)
　
交通の再編（10:08〜 10:48）	 司会：藤川昌樹・川崎蒼朝

7277	 利用状況から見た公共交通の再編に関する研究
	 ○藤谷明博（宇都宮大）・佐藤栄治・竹澤くるみ	 (559)
　
7278	 鉄道代替型BRTにおける路線再編実態と計画特性　3路

線の停留所特性・停留所間特性の比較分析
	 ○小林凌真（東京理科大）・伊藤香織	 (561)
　
7279	 中山間地域における次世代モビリティの活用を想定した交

通モデル作成とその多面的評価　岡山県新見市哲西町に
おけるケーススタディ

	 ○藤村駿太郎（広島大）・田中貴宏・
	 田村将太・小沢啓太郎	 (563)
　
7280	 地方都市中心市街地における来街手段の違いが来街圏の空

間構造に及ぼす影響　到達可能性に着目して
	 ○山本聡（鹿児島高専）	 (565)
　
7281	 地方小都市におけるシェアサイクルを用いた回遊動線の創

出　GPS 軌跡データからみる「移動の自己目的化」の考
	 	 察	 ○清水俊貴（福井工業大）・吉村朋矩・
	 山村啓一・片岸将広・中野達也	 (567)
　
北米の都市計画（10:51〜 11:39）	 司会：中島直人・小林凌真

7282	 米国・リベラル都市における都市のジャスティスの方向性
	 ○内田奈芳美（埼玉大）	 (569)
　
7283	 Role and Purpose of Design Guidelines in the 100 Most 

Populous Cities in The US
	 ○Pual PHEINSUSOM（岡山大）・Hirofumi HORI	 (571)
　
7284	 カナダ・バンクーバー市の都市開発におけるインセンティブ

および公共貢献の実態　オーダーメイドのCD-1を対象
	 	 として	 ○原田光翔（岡山大）・堀裕典	 (573)
　
7285	 ニューヨーク市ブロンクスにおけるBIDの展開と地域に与
	 	 える影響に関する考察	 ○宇髙颯希（岡山大）・堀裕典	 (575)
　
7286	 米国・ボストン市の開発許可制度に関するー考察
	 ○藤本大勢（岡山大）・堀裕典	 (577)
　
7287	 アリゾナ州クォーツサイトにおけるRV パークの構成につい
	 	 て	 ○藤川昌樹（筑波大）・堀田典裕・劉一辰・李雪	 (579)
　
都市再生（11:42〜 12:30）	 司会：内田奈芳美・原田光翔

7288	 エリアプラットフォームにおける未来ビジョンの特徴と類型
	 	 化　その1	 ○吉田陽登（名古屋工業大）・山中佑太・
	 西田智裕・伊藤孝紀	 (581)
　
7289	 エリアプラットフォームにおける未来ビジョンの特徴と類型
	 	 化　その2	 ○山中佑太（名古屋工業大）・吉田陽登・
	 西田智裕・伊藤孝紀	 (583)
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7290	 都市再生推進法人「まちづくりビジョン」における施策の
特徴と類型化　その1

	 ○秋田依里（名古屋工業大）・植田康太・
	 山中佑太・西田智裕・伊藤孝紀	 (585)
　
7291	 都市再生推進法人「まちづくりビジョン」における施策の

特徴と類型化　その2
	 ○植田康太（名古屋工業大）・秋田依里・
	 山中佑太・西田智裕・伊藤孝紀	 (587)
　
7292	 主導型プレイスメイキングの提唱と実装段階の拡張に関す

る研究　その1　主導型プレイスメイキングの提唱
	 ○望月捺未（東日本旅客鉄道）・千田楓・
	 乾夏穂・早野洋介・中川純	 (589)
　
7293	 主導型プレイスメイキングの提唱と実装段階の拡張に関す

る研究　その2　実装段階の拡張
	 ○千田楓（東京都市大）・望月捺未・乾夏穂・
	 早野洋介・中川純	 (591)
　
都市計画（13:30〜 14:18）	 司会：浅野純一郎・猪瀬多偉

7294	 地方都市における都市機能誘導区域の役割と妥当性に関す
る研究　中心市街地活性化基本計画と立地適正化計画の
双方を策定する都市に着目して

	 ○金堀真大（東京電機大）・本多由佳・土田寛	 (593)
　
7295	 立地適正化計画における居住誘導の進展と計画運用実態　

中都市を対象とした計画運用実態の分析
	 ○下越聡太（東京電機大）・本多由佳・土田寛	 (595)
　
7296	 立地適正化計画における居住誘導区域の指定方針からみる

帰納法的計画論の研究　その1　人口10万から50万の
地方都市を対象とした限定指定の実態

	 ○長堂有希（沖縄エネテック）・小野尋子	 (597)
　
7297	 立地適正化計画における居住誘導区域の指定方針からみる

帰納法的計画論の研究　その2　人口10万から50万の
地方都市を対象とした居住誘導区域設定の視点

	 ○小野尋子（琉球大）・長堂有希	 (599)
　
7298	 墓地基本計画の現状と実態に関する考察
	 ○安井陽平（岡山大）・堀裕典	 (601)
　
7299	 札幌市内の49のニュータウンにおける住区整備基本計画の

基本理念達成状況に関する研究
	 ○土田楓奈（芝浦工業大）・桑田仁	 (603)
　
広域・都市圏（14:21〜 14:53）	 司会：大津山堅介・後藤裕瑛

7300	 遺伝的アルゴリズムに基づく広域都市圏の人口誘導パラメ
ータの多目的最適化

	 ○山崎潤也（名古屋大）・今村航平・徐非凡・
	 山下奈穂・長谷川正利	 (605)
　
7301	 小規模自治体における都市間連携型コンパクト市街地の形

成と生活圏ネットワークに関する研究　埼玉県蕨市を対
	 	 象として	 ○轡田美羽（東京都市大）・中島伸	 (607)
　
7302	 Quantifying Flood Depth, Exposure, And Damage Under 

Long-term Land-use Change (1985-2022)　A Basin-
Scale Simulation of the 2011 Chao Phraya Flood

	 ○ウドムチャロンチャイキット ピン（広島大）・田中貴宏	 (609)
　
7303	 Land Cover Change Detection in Bandar Lampung City, 

Indonesia, from 2013 to 2025 using Landsat Imagery
	 ○Eduwin Eko Franjaya（広島大）・Takahiro Tanaka	 (611)
　
土地利用 (1)（14:56〜 15:28）	 司会：土田寛・金堀真大

7304	 多摩川沿いの高規格堤防整備地区における土地利用変化と
親水空間の実態に関する研究

	 ○土屋航輝（工学院大）・野澤康	 (613)
　
7305	 隣接土地利用を踏まえた生産緑地の分布特性と市民から見

た印象評価に関する研究　一宮市を対象として
	 ○猪瀬多偉（豊橋技術科学大）・坪井志朗・浅野純一郎	 (615)
　
7306	 墨田区大横川沿いの工業用地における土地利用の変遷に関

する研究
	 ○大崎修矢（東京理科大）・栢木まどか・早川亜希	 (617)
　
7307	 住工混在地域における土地利用からみた空間構造とその実

態　大田区羽田地域を対象として
	 ○小川颯太（日本大）・古田莉香子	 (619)
　
土地利用 (2)（15:31〜 16:11）	 司会：小野尋子・山崎潤也

7308	 戦災都市・川崎市の公営競技場の整備をめぐる都市計画と
	 	 土地利用の変遷	 ○太田華朋（明治大）・山本俊哉	 (621)
　

7309	 線引き制度廃止予定都市における開発・更新・縮退動向と
土地利用規制・空間的特徴との関連分析　島根県松江市

	 	 を対象として	 ○佐々木唯（広島大）・田中貴宏	 (623)
　
7310	 住宅に着目した地方都市の開発・縮退の空間分布に関する

研究　山口県防府市を対象として
	 ○黒岩朋子（広島大）・阿部翔平・佐々木唯・田中貴宏	 (625)
　
7311	 土地利用条例による地域拠点地区の指定特性に関する研究

安曇野市と伊賀市を対象として
	 ○桃尾竜汰（豊橋技術科学大）・浅野純一郎・坪井志朗	 (627)
　
7312	 地方都市におけるLRT整備後の都市変化の兆候　栃木県

宇都宮市LRT導入過程の分析
	 ○小林祐貴（栃木県）・岩下勇斗・後藤純	 (629)
　
公共施設（16:14〜 16:38）	 司会：坪井志朗・桃尾竜汰

7313	 広域連携を想定した中学校の統合再配置計画に関する研究
栃木県及び近隣3県を事例として

	 ○面川颯太（宇都宮大）・佐藤栄治	 (631)
　
7314	 災害復興は公共施設における規模の適正化を進めるのか　

2014年以降の復興計画と各自治体の公共施設等総合管
理計画の比較分析

	 ○後藤裕瑛（東京大）・井澤佳織・四井早紀・
	 大津山堅介・廣井悠	 (633)
　
7315	 公立小学校の教室不足に対する仮校舎の在り方　兵庫県神

戸市の公立小学校を例に
	 ○荒木寿々香（関西学院大）・清水陽子	 (635)
　

	 ■ 9月9日（水）　１号館1406室

再開発（9:01〜 9:49）	 司会：山村崇・吉崎光一

7316	 防火建築帯・防災建築街区における再開発の実態に関する
	 	 研究	 ○小暮悠（函館高専）・真野洋介	 (637)
　
7317	 東京都特別区部法定市街地再開発事業の公共施設整備に

おける画一性に関する基礎的研究
	 ○金木靖智（東京電機大）・小西千秋・土田寛	 (639)
　
7318	 築 20年以上の再開発ビルにおける商業用途部分の実態　

その1　九州・中国地方における休眠施設化した事例に
着目して

	 ○栗林大兼（九州大）・杉町佑樹・黒瀬武史・増山光	 (641)
　
7319	 築 20年以上の再開発ビルにおける商業用途部分の実態　

その2　九州・中国地方における公益施設への用途変更
の分析

	 ○杉町佑樹（九州大）・増山光・栗林大兼・黒瀬武史	 (643)
　
7320	 築 20年以上の再開発ビルにおける商業用途部分の実態　

その3　九州・中国地方における建替・減築による再生
事例に着目して

	 ○増山光（九州大）・栗林大兼・杉町佑樹・黒瀬武史	 (645)
　
7321	 社会経済環境変化と再開発の動向　新聞記事からみる時系
	 	 列変化	 ○小俣元美（国土技術政策総合研究所）	 (647)
　
空間の変化（9:52〜 10:48）	 司会：小暮悠・増山光

7322	 東京都心部における雑居ビル街の実態に関する研究
	 ○新野恵大（東京都立大）・山村崇	 (649)
　
7323	 仙台市の超高層マンションの前敷地パターンの分析
	 ○吉崎光一（東北大）・窪田亜矢・植田啓太	 (651)
　
7324	 密集市街地における不変的要素が生む空間更新の多様性に

関する研究　大阪市中央区空堀地区を対象として
	 ○堤一矢（早稲田大）・有賀隆・小松萌	 (653)
　
7325	 小規模個人店舗集積地における専門店街の形成・派生がも

たらす都市多様性に関する研究　西荻窪アンティーク街
	 	 を事例にして	 ○熊谷有真（早稲田大）・有賀隆・小松萌	 (655)
　
7326	 代官山における街の空間的変遷およびまちづくり主体の関
	 	 わり方に関する研究	 ○杵淵心帆（東京都市大）・林和眞	 (657)
　
7327	 広島の都市構造の変遷に関する考察　都市レイヤーと構造
	 	 転換に着目して	 ○上田悠斗（広島工業大）・南雲要輔	 (659)
　
7328	 Space Syntaxを用いた解析範囲と街路ネットワーク指標変

化に関する一考察　城下町都市を対象として
	 ○腰本裕貴（東京理科大）・山口義弘・高柳誠也	 (661)
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都市更新（10:51〜 11:39）	 司会：尹荘植・杵淵心帆

7329	 新築と改修が混在するミックス型都市更新に関する研究　
日本橋浜町・日本橋兜町を対象として

	 ○田口和真（東京理科大）・青木公隆	 (663)
　
7330	 都市再生特別地区の都市貢献の手法についての研究　特

定街区制度から都市再生特別地区に変更された地区に着
	 	 目して	 ○白柳涼太（東京電機大）・小西千秋・土田寛	 (665)
　
7331	 東京都の都市再生特別地区における機能的近接性の研究
	 ○兵郷喬哉（東京大）・川添善行	 (667)
　
7332	 福井城址周辺地区における地域資源や低未利用地を活かし
	 	 た再編の可能性	 ○竹内優太（福井大）・原田陽子	 (669)
　
7333	 福井市浜町における歴史・空間特性と事業者・地権者の土

地利用実態　地域資源と低未利用地を活用した「地区の
	 	 固有性」の醸成可能性	 ○澤田暁人（福井大）・原田陽子	 (671)
　
7334	 リノベーションまちづくりが周辺地域の土地利用変化に与え

る変化　万代中央ふ頭整備の事例
	 ○池下昇也（徳島大）・小川宏樹・金井純子	 (673)
　
東アジアの都市再生（11:42〜 12:30）	 司会：青木公隆・竹内優太

7335	 中国青島市大鮑島地区における里院街区の空間構成
	 ○RUIJIN MA（青島建築会社）・藤谷英孝	 (675)
　
7336	 北京南池子歴史文化保護区における居住空間の再編　ジェ

ントリフィケーションの空間形態的前提
	 ○劉嘉恵（筑波大）・藤川昌樹	 (677)
　
7337	 韓国の地方中小都市における都市再生に関する研究　その

1　都市再生法に基づく都市再生制度の概要と特徴
	 ○藤岡麻理子（國學院大）・尹莊植・楊惠亘・中西正彦	 (679)
　
7338	 韓国の地方中小都市における都市再生に関する研究　その

2　都市再生活性化地域の指定特性に関する分析
	 ○尹莊植（横浜国立大）・藤岡麻理子・
	 楊惠亘・中西正彦	 (681)
　
7339	 韓国の地方中小都市における都市再生に関する研究　その

3　都市再生推進にあたるコミュニティ側の体制づくりに
ついて

	 ○楊惠亘（國學院大）・尹莊植・藤岡麻理子・中西正彦	 (683)
　
7340	 台湾花蓮県新城郷における民間主導型地方創生
	 ○黄亮（近畿大）・脇田祥尚・浦井亮太郎	 (685)
　

	 ■ 9月10日（木）　１号館1406室

中心市街地活性化（9:25〜 10:05）	 司会：堀裕典・林成峻

7341	 中心市街地活性化基本計画における空き店舗活用の取り組
	 	 みに関する研究	 ○小川凜太郎（工学院大）・藤賀雅人	 (687)
　
7342	 人口減少社会における地方都市中心市街地の再編に関する

研究　宮崎県北諸県三股町を対象として　その5
	 ○佐々木美優（都城高専）・杉本弘文	 (689)
　
7343	 中心市街地活性化基本計画においての「賑わい」に関する

研究　各都市の計画における「賑わい」の位置づけの分
	 	 析	 ○森本颯（東京電機大）・本多由佳・土田寛	 (691)
　
7344	 中心市街地活性化基本計画における市街地再開発事業の役

割と貢献に関する研究
	 ○深野響（東京電機大）・小西千秋・土田寛	 (693)
　
7345	 中心市街地におけるまちなか広場の利用実態と来訪圏域　

福井市のハピテラスをケーススタディとして
	 ○北橋主税（筑波大）・野中勝利	 (695)
　
持続的な地域経営（10:08〜 10:56）	 司会：藤賀雅人・佐々木美優

7346	 オーストラリア・ニューサウスウェールズ州におけるCID
パイロットプロジェクトとSpecial Rateおよび寄付金型

	 	 BIDに関する一考察	 ○北野達也（岡山大）・堀裕典	 (697)
　
7347	 TIFによるハード整備とSSAによるエリアマネジメントの

協働関係に関する考察　シカゴ市を研究対象として
	 ○野間雄大（岡山大）・堀裕典	 (699)
　
7348	 縮小社会における自立的な自治体運営に関する研究　平成

の大合併の未合併理由と行政財政に着目して
	 ○本多由佳（東京電機大）・小西千秋・
	 伊藤耀・土田寛	 (701)
　

7349	 人口構成 ,生活基盤 ,産業構造 ,社会関係資本にみる中山
間地域の持続可能性評価に関する研究　大分県中津市本
耶馬渓地区を対象に

	 ○林成峻（大分大）・姫野由香・芦刈翼・近藤真穂	 (703)
　
7350	 少子高齢化社会における空き家活用の課題と対策に関する

研究　埼玉県全自治体とニュータウン関係人口に対する
質に量を重ねた調査から

	 ○景山哲至（全国古民家再生協会）	 (705)
　
7351	 都市空間の形態がグリーンスローモビリティ事業に与える影

響　松戸モデル導入4地区の都市空間の形態と運行・運
営システムの比較から

	 ○田川昂輝（東京科学大）・山本俊哉	 (707)
　
文化と地域再生（10:59〜 11:39）	 司会：柏原沙織・下田琴子

7352	 東京・上海における歴史文化街区の現状に関する比較研究
「谷根千」地区と「衡復」地区を事例として

	 ○呉凱文（芝浦工業大）・清水郁郎	 (709)
　
7353	 都市神社の境内地開発に伴う構造的均衡と空間的自律性の
	 	 喪失	 ○草山大成（東急設計コンサルタント）・大河内学	 (711)
　
7354	 煉瓦産業遺産が地域活性化に及ぼす影響に関する考察　そ

の3　登録有形文化財神崎コンクリート株式会社旧煉瓦
	 	 窯の保存・活用の課題	 ○松岡俊哉（法政大）・上山肇	 (713)
　
7355	 空間戦略と運用の仕組みからみるフランス・ナント市におけ
	 	 る文化事業	 ○佐野栞那（東京理科大）・伊藤香織	 (715)
　
7356	 台湾台中市におけるエリアリノベーションによる中心市街地
	 	 再生に関する研究	 ○渡辺公次郎（徳島大）	 (717)
　
都市文化・景観（11:42〜 12:30）	 司会：植田啓太・中原結

7357	 秦野市本町四ツ角地区におけるレトロ建築群　その1　現
状把握と外観的特徴

	 ○石黒桃花（神奈川大）・山家京子・柏原沙織	 (719)
　
7358	 日暮里繊維街における一体感の演出を目的とした社会実験

に対する店舗・来訪者の評価　都市基盤と産業活動に基
づく専門店街の産業空間特性に関する研究　その5

	 ○伊藤天斗（東京都立大）・林叔怜・小嶋海輝・
	 小國心成・岡村祐・山嵜一也・
	 田中暁子・濵田愛	 (721)
　
7359	 日暮里繊維街における個性の可視化を目的とした社会実験

に対する店舗・来訪者の評価　都市基盤と産業活動に基
づく専門店街の産業空間特性に関する研究　その6

	 ○林叔怜（東京都立大）・伊藤天斗・小嶋海輝・
	 小國心成・岡村祐・山嵜一也・
	 田中暁子・濵田愛	 (723)
　
7360	 あいりん地区を中心とした都市再編に関する分析　恵比寿

東、恵比寿西、萩之茶屋、太子、山王の比較から
	 ○下田琴子（関西学院大）・清水陽子	 (725)
　
7361	 重層的記録からみる商業空間の質的変容に関する考察　岐

阜駅前繊維問屋街における日常行為を対象として
	 ○土田翔月（滋賀県立大）・和田蕗	 (727)
　
7362	 街路インターフェイスの異質性に関する研究　その1　深

圳香港境界におけるケーススタディの仮説提示
	 ○柴沈露（筑波大）・花里俊廣	 (729)
　
商業空間（13:30〜 14:10）	 司会：本間健太郎・柴沈露

7363	 LRTのトランジットモールにおける商業空間の研究　フラ
ンス諸都市の路面店の業種に着目して

	 ○許山桂（東京理科大）・伊藤香織	 (731)
　
7364	 ショッピングセンターの屋外空間における地域住民の滞在

利用に関する研究　市川市ニッケコルトンプラザを事例
	 	 として	 ○中原結（東京都市大）・中島伸	 (733)
　
7365	 パルマにおける飲食店の分布と都市構造および屋外空間の
	 	 関係	 ○北川真理（東海大）・稲益祐太	 (735)
　
7366	 全蓋式アーケードの存在状況とその変化の定量的把握の試
	 	 み	 ○福田崚（九州大）	 (737)
　
7367	 花巻市上町商店街におけるアーケードの変容と存続の課題

空間と歩行者通行量に着目して
	 ○阿部航大（東北大）・窪田亜矢・植田啓太	 (739)
　
消費行動（14:13〜 15:01）	 司会：福田崚・北川真理

7368	 施設外への同一チェーン出店による来館行動変化からみた
SCテナントの集客機能

	 ○鈴木颯子（東京大）・本間健太郎・田端祥太	 (741)
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7369	 繁華街の機能・空間集積と持続的コミュニティに関する研
究　その13

	 ○古梶澄空（日本大）・新尾一眞・小出千容・北野幸樹	 (743)
　
7370	 繁華街の機能・空間集積と持続的コミュニティに関する研

究　その14
	 ○新尾一眞（日本大）・古梶澄空・小出千容・北野幸樹	 (745)
　
7371	 ライブイベントにおけるファン行動特性の地域比較分析　

国立代々木競技場第一体育館とあなぶきアリーナ香川を
	 	 対象として	 ○岡野日菜子（山口大）・宋俊煥・清水里司	 (747)
　
7372	 サブターミナル商業地における遊歩経験と多重的なローカ

リティの相互形成　その1　天王寺・あべの地区の遊歩
空間の形成過程と現状の分析

	 ○赤路朋哉（京都大）・池田勝眞・
	 清山陽平・神吉紀世子	 (749)
　
7373	 サブターミナル商業地における遊歩経験と多重的なローカ

リティの相互形成　その2　開発主体による遊歩空間形
成と消費者の遊歩経験の相互関係

	 ○池田勝眞（日建設計）・赤路朋哉・
	 清山陽平・神吉紀世子	 (751)
　
事業所・産業（15:04〜 15:44）	 司会：清山陽平・古梶澄空

7374	 地方都市における産業空洞化地域の都市空間再編　高知市
旭地区の土地区画整理事業を対象に

	 ○濵田愛（高知県立大）	 (753)
　
7375	 異業種連携がもたらす産業形態の変容と地域の空間更新に

関する研究　福井県越前鯖江地域の伝統工芸産業集積
地における持続性に着目して

	 ○岡本綾乃（早稲田大）・有賀隆・小松萌	 (755)
　
7376	 隣接する町村の実態にみる原発事故後の復旧・復興過程　

産業構造と事業所立地の変化に着目して
	 ○リ ショウトン（福島高専）・齊藤充弘	 (757)
　
7377	 場所の生成と活動の動態から見た、地方都市における地場

産業と中心市街地との関係性　人生100年時代の地方都
市から組み立てる、ライフシフトに対応した都市・地域の

	 	 デザイン　その8	 ○加納亮介（東京科学大）・真野洋介	 (759)
　
7378	 県都まちなか再生ファンドとコノジナガヤの運営・利用実態

福井市中心市街地における「小規模連鎖型更新」の展開
	 	 可能性	 ○酒井智葉（福井大）・原田陽子	 (761)
　
店舗・混在（15:47〜 16:35）	 司会：濵田愛・岡本綾乃

7379	 韮崎中央商店街における新規店舗の増加要因と新旧事業者
	 	 の交流実態	 ○油井美咲（平成建設）・原田陽子	 (763)
　
7380	 都市型飲食店におけるフィジカルAI導入を活用した店舗
	 	 空間計画に関する一考察	 ○白石滋彦（法政大）・上山肇	 (765)
　
7381	 地方都市におけるサブカルチャー拠点の形成　『ウラカシ』

における路地裏の用途転換と空間的広がり
	 ○垣花胡心（工学院大）・遠藤新	 (767)
　
7382	 大宮駅東口の商店街を対象とした建物用途変遷に関する研
	 	 究	 ○楡井康太（東京理科大）・栢木まどか・早川亜希	 (769)
　
7383	 生活拠点区域商店街における賑わい形成構造の解明　公共

交通集約と滞在・回遊要因の相対的影響分析
	 ○稲見公介（稲見建築設計事務所）	 (771)
　
7384	 東京都区部における飲食店の多様性の類型とその分布　生

態学的指標を応用して
	 ○木村順平（東京都立大）・山村崇	 (773)
　

	 ■ 9月11日（金）　１号館1406室

交流施設の運営と利用実態（9:00〜 9:56）	 司会：栢木まどか・阿部颯太

7385	 庭空間を介した居住者間の関係形成に関する実態調査　市
営住宅団地移転における中間領域とコミュニティに関す
る研究　その2

	 ○河添夏葵（国士舘大）・寺内義典・横内基・原英嗣・
	 田中千歳・森川禎二郎・竹内健一・
	 川島和真・江口司津・佐藤介一	 (775)
　
7386	 移転後の新棟における居住者間の関係形成に関する実態調

査　市営住宅団地移転における中間領域とコミュニティ
に関する研究　その3

	 ○川島和真（国士舘大）・寺内義典・横内基・原英嗣・
	 田中千歳・森川禎二郎・竹内健一・
	 河添夏葵・江口司津・佐藤介一	 (777)
　

7387	 まちづくりに向かう持続可能なガーデン運営の仕組みに関
する研究　その1　ガーデン活動の全国的調査

	 ○濵田康平（大阪公立大）・徳尾野徹・
	 石山央樹・西野雄一郎・池辺裕馬	 (779)
　
7388	 まちづくりに向かう持続可能なガーデン運営の仕組みに関

する研究　その2　抽出事例の運営者を対象としたヒア
	 	 リング調査	 ○池辺裕馬（大阪公立大）・濱田康平・
	 西野雄一郎・徳尾野徹・石山央樹	 (781)
　
7389	 学習・作業行為に着目した滞在空間としてのカフェ利用の

実態把握に関する研究
	 ○宮地陸翔（愛知工業大）・武田美恵	 (783)
　
7390	 インドデリー首都圏（NCR）におけるチャイスタンドの立地
	 	 及び利用の実態	 ○山野井かりん（さとゆめ）	 (785)
　
7391	 コンビニカフェ構想　日仏における近接性拠点としてのサ

ードプレイスに関する比較考察
	 ○マーシャル レオ（中央大）	 (787)
　
公共施設の整備と利活用（9:59〜 10:55）	 司会：石田潔・濵田康平

7392	 全国の無人駅の立地傾向と利活用用途の関係
	 ○芦刈翼（大分大）・姫野由香・林成峻・馬場翔太郎	 (789)
　
7393	 地方都市における学校を中心とした公共機能の集約に関す

る研究　鹿沼市、栃木市を対象として
	 ○平澤賢（宇都宮大）・佐藤栄治・竹澤くるみ	 (791)
　
7394	 埼玉県飯能市における西川材利用の課題と可能性
	 ○阿部颯太（東京理科大）・栢木まどか・早川亜希	 (793)
　
7395	 用途変更された廃校施設の用途と災害リスクの視点から見

た立地の特徴に関する研究　静岡県・愛知県・三重県を
	 	 対象として	 ○小林未歩（愛知工業大）・野澤英希	 (795)
　
7396	 公共的に利用される施設の評価尺度とシビックプライドの

関連に関する基礎的検討　豊田市における相関分析を通
	 	 じて	 ○秋本尚美（トヨタ自動車）・工藤由貴・
	 梶洋隆・伊藤香織・高柳誠也	 (797)
　
7397	 全国の主要ターミナル駅における近年の駅前空間整備傾向
	 	 に関する研究	 ○家田桃花（名城大）・萩原拓也	 (799)
　
7398	 横浜市郊外住宅地におけるウォーカビリティに関する研究

その1　泉区緑園都市を対象として
	 ○土肥丈二（神奈川大）・上野正也	 (801)
　
公民連携とインフラ（10:58〜 11:46）	 司会：吉田哲・國吉怜壮

7399	 鉄道沿線まちづくりに関する研究　鉄道会社によるTOD
	 	 型エリアマネジメントについて	 ○川崎泰之（大成建設）	 (803)
　
7400	 二地域居住者における地域住民との関係形成プロセスに関

する研究　栃木県那須地域を対象として
	 ○墨蒼生（芝浦工業大）・佐藤宏亮	 (805)
　
7401	 地方小都市における公民連携のまちづくりに関する研究　

鹿児島県曽於市財部町を対象として　その2
	 ○津曲風花（都城高専）・杉本弘文	 (807)
　
7402	 地方小都市における公民連携のまちづくりに関する研究　

鹿児島県曽於市財部町を対象として　その3
	 ○杉本弘文（都城高専）・津曲風花	 (809)
　
7403	 人口減少が深刻化する地方都市における子育て環境のあり

方に関する研究　2014,2018,2025年度における子育て環
境に関する調査結果の比較

	 ○久保田萌（宇都宮大）・佐藤栄治	 (811)
　
7404	 スウェーデンのBID制度の運営と活動に関する考察　ヨー

テボリ市とマルメ市を中心に
	 ○寺尾孝太郎（岡山大）・堀裕典	 (813)
　
高齢者の支援（11:49〜 12:37）	 司会：菊地吉信・酒向ひらり

7405	 コミュニティナーシングと空間の関係性の研究　コミュニテ
ィナースが行う「観察」を支える機能のあり方

	 ○小堀祥仁（小堀祥仁建築設計室）	 (815)
　
7406	 島嶼地域における高齢者の食品アクセス問題に関する研究
	 	 天草地域を事例として	 ○緒方崚人（熊本大）・本間里見	 (817)
　
7407	 支援内容や時間帯、サポーターの移動距離など支援の概要

小学校区程度の圏域に閉じた高齢者向け介護保険外の訪
問型日常生活支援の研究　その1

	 ○吉田哲（大阪工業大）・國吉怜壮	 (819)
　
7408	 利用者及びサポーターの地域内での分布と支援ルートの変

遷　小学校区程度の圏域に閉じた高齢者向け介護保険外
の訪問型日常生活支援の研究　その2

	 ○國吉怜壮（富士エンジニアリング）・吉田哲	 (821)
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7409	 通院困難患者問題の介護予防的再定義　小樽市における実
態分析からみる生活機能低下予防への示唆

	 ○石田潔（宇都宮大）・佐藤栄治	 (823)
　
7410	 介護者交流の場の実態と介護者への効果　奈良市の事例を
	 	 対象にして	 ○竹上瑠華（奈良女子大）・室崎千重	 (825)
　
高齢者の生活環境（13:30〜 14:18）	 司会：神吉紀世子・森翔一

7411	 加齢と傾斜の影響を考慮した生理的換算距離の構築とアク
	 	 セシビリティ評価	 ○酒向ひらり（福井大）・菊地吉信	 (827)
　
7412	 地方都市における乗用タクシーを活用した移動支援の実態
	 ○村上早紀子（福島大）	 (829)
　
7413	 住民ワークショップを活用した健康に資する居住環境の点

検手法の検討　健歩・まちあるきワークショップ「てくて
くてっく」を事例として

	 ○田中遼太郎（横浜国立大）・景山紘翔・矢吹剣一・
	 田中稲子・大沼雅也・下野誠通	 (831)
　
7414	 移動軌跡の把握と目的別の外出時間帯　位置情報データを

用いた高齢者の徒歩を中心とした外出行動の研究　その
	 	 1	 ○森村颯斗（大阪工業大）・矢田紀真・吉田哲	 (833)
　
7415	 移動手段と地域別の移動距離分布　位置情報データを用い

た高齢者の徒歩を中心とした外出行動の研究　その2
	 ○矢田紀真（JR西日本SC開発）・吉田哲・森村颯斗	 (835)
　
7416	 中高年の社会的関与を支える都市環境条件の把握　大阪市

24区の都市モニタリング指標を用いて
	 ○杉山正晃（広島大）	 (837)
　
包摂的な地域社会（14:21〜 15:09）	 司会：小松萌・山畑璃紗

7417	 社会的孤立に対する空間デザインの役割　須賀川市民交流
センターtetteを事例に

	 ○田部井涼（福島大）・村上早紀子	 (839)
　
7418	 地域共生型福祉施設における地域社会との関係構築と立地
	 	 特性の関係	 ○荒井七泉（新潟大）・松井大輔	 (841)
　
7419	 子ども期の行動規制が成人期の外出意識に与える影響
	 ○鎭西光毅（東京都立大）・伊藤史子	 (843)
　
7420	 包摂的な社会の実現に向けた健常者と障害者の交流拠点と

しての農福連携の実態と今後の在り方　東京都における
協働型農園を対象として

	 ○山本祐誠（早稲田大）・矢口哲也	 (845)
　
7421	 地域包括ケアシステム推進に向けた持続的な互助の構築モ

デルの提案　共生ケア施設に着目して
	 ○塩田陸都（早稲田大）・矢口哲也	 (847)
　
7422	 「共生」をめぐる諸概念の問い直しを踏まえたこれからの地
	 	 域づくり	 ○吉村輝彦（日本福祉大）	 (849)
　
地域課題とコミュニティ (1)（15:12〜 16:00）	 司会：田中貴宏・阿部翔平

7423	 縮退時代における群島構造の変化に関する研究　愛媛県上
島諸島の離島間架橋に伴う行動圏域と機能連坦に着目し

	 	 て	 ○山畑璃紗（早稲田大）・有賀隆・小松萌	 (851)
　
7424	 東京都区部における児童遊園の整備実態に関する研究
	 ○市川聡大（工学院大）・藤賀雅人	 (853)
　
7425	 地方からの若年女性転出の実態と要因分析　統計・質的調

査に基づく地域社会変容への示唆　その1
	 ○齋藤未生（安井建築設計事務所）・小川美由紀	 (855)
　
7426	 地方からの若年女性転出の実態と要因分析　統計・質的調

査に基づく地域社会変容への示唆　その2
	 ○小川美由紀（地域未来研究所）・齋藤未生	 (857)
　
7427	 山形県内における子育て支援施設と外遊び空間の変遷につ
	 	 いて	 ○佐藤慎也（山形大）	 (859)
　
7428	 重回帰分析を用いた保育所の公園困窮度に関する研究
	 ○秋田祐輝（東京科学大）・太幡英亮	 (861)
　
地域課題とコミュニティ (2)（16:03〜 16:51）	 司会：佐藤慎也・森村颯斗

7429	 市街化調整区域における空家更新の実態に関する研究　豊
橋市を対象に

	 ○山本晴稀（豊橋技術科学大）・浅野純一郎・坪井志朗	 (863)
　
7430	 小規模漁港における海業導入過程と住民の認知　静岡県西

伊豆町仁科漁港を事例として
	 ○岡田ひなた（中日本建設コンサルタント）・萩原拓也	 (865)
　
7431	 市街地縁辺部の農地転用による土地利用変化に関する研究

新設道路周辺における農業基盤整備と不整形農地に着目
	 	 して	 ○黒澤晟也（東京電機大）・本多由佳・土田寛	 (867)
　

7432	 違法開発集積地である「大岩街道周辺地域」における漸進
的適法化　その8　工業系建物群のデザイン検討を通じ
た工業風致景観の提言

	 ○森翔一（京都大）・赤路朋哉・宮崎怜・
	 清山陽平・神吉紀世子	 (869)
　
7433	 中山間地域における小学校と地域の連携に関する研究　大

分県玖珠町の小規模校へのヒアリング調査を通して
	 ○秦瑞希（明海大）	 (871)
　
7434	 将来における維持困難集落の立地傾向に関する研究　九州

地方を対象として
	 ○阿部翔平（広島大）・佐々木唯・田中貴宏	 (873)
　

	 ■ 9月10日（木）　１号館1407室

【オーガナイズドセッション】
都市づくりプラン・手法（10:19〜 11:23）	 司会：中西正彦・香川菜緒

7435	 Planning Method Based on the Relationship Between 
Spatial Vacancy and Urban Infrastructure: Toward 
Strategic Densification in Fortaleza, Brazil

	 ○Guilherme Monte（広島大）・Takahiro Tanaka	 (875)
　
7436	 戦災復興都市計画における鉄道駅の移転とその計画的位置

づけに関する研究　112都市を対象とした条件整理と関
連史料の分析より

	 ○藤巻胡桃（千葉大）・金端息吹・松浦健治郎	 (879)
　
7437	 都市計画における対面とデジタルプラットフォームの相互

補完に関する研究　全国アンケートと事例分析を通じて
	 ○森田夏瑞樹（千葉大）・廣江敏也・松浦健治郎	 (883)
　
7438	 人口減少時代の地方都市における居住地拡大と人口動態の

関係に関する一考察
	 ○丸岡陽（長岡技術科学大）・松川寿也	 (887)
　
【オーガナイズドセッション】
人口減少時代の都市構造再編とストックマネジメント（13:30〜 15:06）	
	 司会：石山千代・横山駿

7439	 人口減少下における廃小学校活用と公共ストック再編の構
造　岩手県内の廃小学校を対象として

	 ○荒木笙子（岩手大）	 (891)
　
7440	 過疎地域における既存ストックを活かした復興ビジョンの

策定　輪島市町野地区における復興ワークショップを事
	 	 例として	 ○藤本理玖（立命館大）・二杉莉央・阿部俊彦	 (895)
　
7441	 屋台村卒業店舗の立地構造に関する研究　帯広中心市街

地における小規模店舗ストックと回遊性に着目して
	 ○武居佐和（千葉大）・松浦健治郎	 (899)
　
7442	 集約型コンパクトシティに向けた市内全建物施設の変遷と

都市計画の評価　北海道夕張市における集約型コンパク
トシティ研究　その30

	 ○香川菜緒（北海道大）・瀬戸口剛・
	 和田彩花・大庭妙子	 (903)
　
7443	 集約型コンパクトシティ実現に向けた計画から事業への展

開プロセスおよび都市像の変遷　北海道夕張市における
集約型コンパクトシティ研究　その31

	 ○和田彩花（札幌市）・瀬戸口剛・
	 香川菜緒・大庭妙子	 (907)
　
7444	 人口減少都市における地域幸福度（Well-Being）の在り方

北海道夕張市における集約型コンパクトシティ研究　そ
	 	 の 32	 ○大庭妙子（北海道大）・瀬戸口剛・
	 和田彩花・香川菜緒	 (911)
　
【オーガナイズドセッション】
地域資源を活かしたエリア再生と場のマネジメント（15:09〜 16:29）	
	 司会：阿部俊彦・藤本理玖

7445	 上越市高田における雁木通り保全の仕組み　住民の関与と
	 	 朝市の実態に着目して	 ○横山駿（千葉大）・石山千代	 (915)
　
7446	 地域資源としての文化的価値の継承と運営課題　鶴岡まち

なかキネマを事例として
	 ○福島実祈（千葉大）・松浦健治郎	 (919)
　
7447	 作品参加型ワークショップによる公共空間形成プロセスと

地域への影響　佐倉みんなのいすプロジェクト2025を事
	 	 例に	 ○岸本真帆（千葉大）・松浦健治郎	 (923)
　
7448	 卸商業団地におけるエリアリノベーションの長期的変容実

態　岡山市問屋町の繊維・衣服等卸売業が集積した卸商
	 	 業団地を対象に	 ○渡邉健（東京科学大）・桑原寛太・
	 加納亮介・真野洋介	 (927)
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7449	 エリア一体型リノベーションまちづくりの全国的傾向と成立
要因に関する研究　「共感」と「戦略」のデザインの循環

	 	 モデルの構築	 ○西村和奏（千葉大）・松浦健治郎	 (931)
　

	 ■ 9月11日（金）　１号館1407室

都市空間・インフラと制度デザイン（10:51〜 11:39）	
	 司会：野原卓・河嶋菜々子

7450	 地方都市における歩行者利便増進道路制度の適用可能性
	 	 長野県松本市を対象に
	 ○八頭司陽太（日本大）・後藤純・長岡拓	 (935)
　
7451	 広島駅南口広場再整備における立体都市計画制度の活用と

官民連携手法　三者連携による交通結節機能の高度化
	 ○浪野裕之（ジェイアール西日本コンサルタンツ）・
	 田原潤一・日向誠・八木秀彰・西尾昌之	 (937)
　
7452	 防潮堤整備後の市街化調整区域の開発動向の変化に関する

研究　浜松市を対象として
	 ○堀江勇正（豊橋技術科学大）・
	 浅野純一郎・坪井志朗	 (939)
　
7453	 中心市街地における親水河川の整備手法と維持管理体制に

関する研究　前橋市馬場川・浦安市境川・三島市源兵衛
	 	 川に着目して	 ○中原怜介（芝浦工業大）・鈴木俊治	 (941)
　
7454	 円筒分水　水を分ける地域融和のかたち
	 ○馬場健彦（集団力学研究所）	 (943)
　
7455	 「伸縮空間論」に基づく東アジアの都市街路空間研究
	 ○王薪鵬（崇城大）・古谷誠章	 (945)
　
地域マネジメントと社会的実践（11:42〜 12:30）	 司会：後藤純・八頭司陽太

7456	 急速な産業集積が進む地域における居住機能の受容実態の
研究　熊本県菊池郡菊陽町を対象として

	 ○河嶋菜々子（横浜国立大）・野原卓・
	 尹莊植・矢吹剣一	 (947)
　
7457	 地域スポーツイベントにおける各主体の役割と主体間連携

に関する研究　東京23区を対象として
	 ○水浪秀太（芝浦工業大）・田中由乃	 (949)
　
7458	 タクティカル・アーバニズム推進のための官民連携および

組織・制度のあり方
	 ○外村亜矢子（東京科学大）・大森文彦	 (951)
　
7459	 地方自治体における空き家コーディネーター制度に関する
	 	 研究	 ○池田風雅（徳島大）・小川宏樹・金井純子	 (953)
　
7460	 利活用補助と除却補助による空き家減少に対する地方自治
	 	 体の評価に関する考察	 ○桑島良紀（明海大）・斉藤千尋	 (955)
　
7461	 廃墟から考察する空間的特徴
	 ○守本海渡（千葉工業大）・田島則行	 (957)
　
都市づくりの計画（13:30〜 14:10）	 司会：清水陽子・林哲慶

7462	 地方都市アーバンフリンジでの計画調整の必要性　周南市
久米地区での農政と都市計画の連携の不十分さ

	 ○目山直樹（徳山高専）	 (959)
　
7463	 戦後における鹿児島県の都市開発に関する研究　「20年後

のかごしま」に着目して
	 ○早坂秀悟（東畑建築事務所）・朴光賢・木方十根	 (961)
　
7464	 コンパクトシティ政策に向けた総合計画および都市計画マ

スタープランの傾向分析　自立持続可能性自治体と消滅
可能性自治体を事例として

	 ○永見政悟（慶應義塾大）・アルマザン ホルヘ	 (963)
　
7465	 A framework for categorizing Urban Planning Road 

review guidelines to assess the influence of criteria 
prioritization on abolition outcomes

	 ○Genesis HERNANDEZ（岡山大）・Hirofumi HORI	 (965)
　
7466	 Planning for Fewer: Growth Indicators and the Metric 

Trap in Japan's Shrinking Towns
	 ○Fernando Ortiz-Moya（早稲田大）	 (967)
　
都市計画制度の運用（14:13〜 14:53）	 司会：窪田亜矢・髙見健太

7467	 第一種低層住居専用地域における用途規制の個別的許可に
	 	 ついて	 ○今西一男（福島大）	 (969)
　
7468	 地区計画の評価・検証に関する一考察　江戸川区における

「地区計画の効果分析・検証 (2024)」を事例として
	 ○上山肇（法政大）	 (971)
　

7469	 フランスにおける道路活用制度の運用に関する研究　リヨ
ン市のテラスを対象として

	 ○長居晃希（中央復建コンサルタンツ）・岡井有佳	 (973)
　
7470	 ボストン市の都市開発における公共貢献に関する合意形成

過程　Allston Yards Building Aを対象として
	 ○光山尽之輔（岡山大）・堀裕典	 (975)
　
7471	 台湾台北市における都市緑化制度の運用に関する一考察　
	 	 都市審議会議での議論	 ○林哲慶（岡山大）・堀裕典	 (977)
　
都市・地域政策（14:56〜 15:36）	 司会：今西一男・内村鴻志

7472	 場所更新モデルによる多義的な場所の分析　都立谷中霊園
の歴史を対象として

	 ○雨宮菜々子（東京大）・藤山真美子	 (979)
　
7473	 バングラデシュにおける低所得者のための住宅政策に関す

る調査研究　首都ダッカにおける高層住宅建設事業の基
	 	 礎的調査	 ○宮地茉莉（関西大）	 (981)
　
7474	 市町村の財政健全性が都市整備に与える影響　都市計画マ

スタープラン・公共施設等総合管理計画に基づく考察
	 ○増田光莉（関西学院大）・清水陽子	 (983)
　
7475	 米軍返還地跡地利用における国有地処分方針の影響　

2004年日米合意後の横浜 •逗子の事例
	 ○植田啓太（東北大）・窪田亜矢	 (985)
　
7476	 奈良県明日香村の「明日香法」にみる歴史的風土の保全と

市街地開発の均衡に関する研究
	 ○森田彩香（京都工芸繊維大）・岩本一将	 (987)
　
土地利用規制（15:39〜 16:19）	 司会：清水陽子・増田光莉

7477	 横浜市区域区分制度50年の歴史：当初線引き目標は達成
	 	 されたか	○田口俊夫（田村明記念・まちづくり研究会）・
	 清水和明・淺川賢司・星卓志	 (989)
　
7478	 大規模宅地開発の変遷と線引きに関する研究　鎌倉市を対
	 	 象として	 ○石井航太（工学院大）・野澤康	 (991)
　
7479	 非線引き都市計画区域における土地利用規制手法の機能分
	 	 担・選別に関する研究	 ○守山真司（工学院大）・野澤康	 (993)
　
7480	 居住誘導区域における人口変動の実態評価の方法に関する
	 	 研究	 ○内村鴻志（東京都立大）・星卓志	 (995)
　
7481	 米国、マイアミ市におけるMiami21についての考察
	 ○若尾拓海（岡山大）・堀裕典	 (997)
　

	 ■ 9月9日（水）　１号館1408室

空地・空家（9:25〜 10:13）	 司会：姫野由香・孫瑞婷

7482	 空き地問題に対する住民の志向分岐に関する研究　鳥羽市
住宅地を対象としたクラスター分析とIPW法による地域

	 	 差の解釈	 ○矢野拓洋（東洋大）	 (999)
　
7483	 建物外観の経年変化に着目した空家化の兆候分析
	 ○杉野夏希（東京科学大）・沖拓弥・斎尾直子・深川正浩	 (1001)
　
7484	 神戸市における推定空き家の空間的集積と重点地区の抽出
	 ○佐々木陸（京都府立大）・稲田浩也	 (1003)
　
7485	 人口減少社会におけるグリーンインフラとしての空地デザイ

ン技術ならびに空地まちづくりの構想技術に関する研究
その25　2025年度カナドコロワークショップの例年との
比較と効果

	 ○神山由良（工学院大）・今井理子・宮澤凜・遠藤新	 (1005)
　
7486	 人口減少社会におけるグリーンインフラとしての空地デザイ

ン技術ならびに空地まちづくりの構想技術に関する研究
その26　2025年度冬のカナドコロマーケット考察

	 ○今井理子（工学院大）・神山由良・宮澤凜・遠藤新	 (1007)
　
7487	 人口減少社会におけるグリーンインフラとしての空地デザイ

ン技術ならびに空地まちづくりの構想技術に関する研究
その27　カナドコロにおける年間管理運営と修繕箇所の
分析および課題整理

	 ○宮澤凜（工学院大）・神山由良・今井理子・遠藤新	 (1009)
　
ウォーカビリティ（10:16〜 11:04）	 司会：林廷ミン・大友裕也

7488	 生体情報を用いた歩車共存街路におけるWalkability の定
量的評価手法の構築　ウィーンにおける歩行実験を通じ
た生理的ストレス評価の有効性と課題

	 ○阿部楓矢（芝浦工業大）・鈴木俊治	 (1011)
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7489	 大街区化再開発によって形成された屋外公共空間のウォー
カビリティに関する研究　東京における近年の再開発事

	 	 例を対象として	 ○中嶋俊哉（工学院大）・遠藤新	 (1013)
　
7490	 千代田区鍛冶町におけるウォーカビリティ向上のための実

践的研究　その1　鍛冶弐ウォーカブルプロジェクトの概
	 	 要	 ○田口夏帆（東京都市大）・鈴木真歩名・
	 大崎良紗・相澤優香・右田萌・中島伸	 (1015)
　
7491	 千代田区鍛冶町におけるウォーカビリティ向上のための実

践的研究　その2　鍛冶弐ウォーカブルプロジェクトの空
間設計と社会実験時の交通実態

	 ○鈴木真歩名（東京都市大）・田口夏帆・
	 相澤優香・大崎良紗・右田萌・中島伸	 (1017)
　
7492	 千代田区鍛冶町におけるウォーカビリティ向上のための実

践的研究　その3　鍛冶弐ウォーカブルプロジェクトの立
ち寄りに関する分析

	 ○相澤優香（東京都市大）・田口夏帆・鈴木真歩名・
	 大崎良紗・右田萌・中島伸	 (1019)
　
7493	 千代田区鍛冶町におけるウォーカビリティ向上のための実

践的研究　その4　鍛冶弐ウォーカブルプロジェクトの立
ち寄り行為分析

	 ○大崎良紗（東京都市大）・田口夏帆・鈴木真歩名・
	 相澤優香・右田萌・中島伸	 (1021)
　
共存・多様性・インクルーシブ（11:07〜 11:55）	 司会：中島伸・田口夏帆

7494	 歩車共存空間における歩行者・自転車・自動車の行動特性
北千住駅西口駅前横断歩道の譲り合いにおける歩行者の

	 	 行動特性	 ○越智亮太（東京電機大）・小西千秋・土田寛	 (1023)
　
7495	 面的な歩行者空間形成に向けた交通安全対策の実態に関す

る研究　東京都23区におけるゾーン30、ゾーン30プラ
スを対象として

	 ○見満清太（東京電機大）・小西千秋・土田寛	 (1025)
　
7496	 都市公共空間における精神障害者の環境起因バリアに対す

る知覚特異性　診断横断アプローチに基づいた視線分析
による疾患 /健常スペクトラムの検証

	 ○大友裕也（東京大）・後藤春彦・林廷玟	 (1027)
　
7497	 子どもの遊び移動における「冒険性」の変容　コロナ禍前

後の移動経路選択の比較を通して
	 ○中津秀之（関東学院大）	 (1029)
　
7498	 インクルーシブ公園における整備前後の評価と課題に関す

る研究　その1　全国的な活用傾向と整備実態に着目し
	 	 て	 ○石塚颯真（名城大）・寺西知慧・都築萌・生田京子	 (1031)
　
7499	 インクルーシブ公園における整備前後の評価と課題に関す

る研究　その3　福祉団体と一般利用者の視点に着目し
	 	 て	 ○都築萌（名城大）・石塚颯真・寺西知慧・生田京子	 (1033)
　
新たな取り組み・手法構築（11:58〜 12:30）	 司会：堀裕典・矢野拓洋

7500	 鉄道高架下空間の暫定利用に関する研究　その1　将来像
案の比較分析に基づく社会実験の提案

	 ○保坂怜佳（工学院大）・木部凛太郎・遠藤新	 (1035)
　
7501	 鉄道高架下空間の暫定利用に関する研究　その2　地域住

民と行うDIYワークショップを通じた考察
	 ○木部凛太郎（工学院大）・保坂怜佳・遠藤新	 (1037)
　
7502	 街路全方位動画を用いた空家確率の自動推定手法の構築
	 ○沖拓弥（東京科学大）・小松なのか・
	 斎尾直子・深川正浩	 (1039)
　
7503	 サウンドスケープ研究における調査手法に関する基礎研究

その1　音響カメラによる可視化の試み
	 ○池田岳史（福井工業大）・川合康央・益岡了	 (1041)
　

	 ■ 9月10日（木）　１号館1408室

住民参加の人材（9:01〜 9:41）	 司会：中迫由実・新間英花

7504	 まちづくりへの市民参加を契機とした担い手の活動の醸成
過程に関する一考察　愛知県岡崎市QURUWA戦略を

	 	 事例として	 ○福田翔也（名城大）・萩原拓也	 (1043)
　
7505	 大学生の地域への関わり意向と卒業生の関わり行動に影響
	 	 を与える要因	 ○小山田日南（山形大）・高澤由美	 (1045)
　
7506	 地元出身の高校生・大学生によるまちづくり活動の参加と
	 	 継続要件	 ○飯塚太一（筑波大）・山本幸子	 (1047)
　
7507	 環境資源活動の展開プロセスにおける外部人材による地域

共同意識の醸成に関する研究　徳島県上勝町ゼロ・ウェ
イスト活動をケーススタディとして

	 ○八馬怜奈（早稲田大）・有賀隆・小松萌	 (1049)
　

7508	 民間主体による市民緑農地の運営に関する研究　地域ネッ
トワークを基盤とした社会資源の獲得と自走化の可能性

	 ○李佳嶷（東洋大）・齋藤博	 (1051)
　
まちづくりと子ども（9:44〜 10:24）	 司会：松本礼・小林由季

7509	 地域の防災・避難力向上に向けた「防災まち歩きゲーム」　
横浜市神奈川区松見町3丁目を対象として

	 ○三村優菜（神奈川大）・山家京子・柏原沙織	 (1053)
　
7510	 まちづくり基本条例における子どもの参画の位置付け
	 ○足立千佳子（宮城大）・宮原楓佳・小地沢将之	 (1055)
　
7511	 親子の志向性の差異に着目した公園再整備におけるワーク

ショップ設計手法の研究　滋賀県草津市矢橋帰帆島公園
を対象として

	 ○薛依琳（立命館大）・藤本理玖・阿部俊彦	 (1057)
　
7512	 登下校時の子ども見守り活動への保護者参加の要因と継続
	 	 可能性　福岡市の事例	○中迫由実（熊本大）・瀬渡章子	 (1059)
　
7513	 市街化が進行する地域における自然体験の追体験の可能性

と課題　南風原町津嘉山を対象として
	 ○渡邊晶（琉球大）・清水肇	 (1061)
　
まちづくり学習（10:27〜 11:07）	 司会：高澤由美・小山田日南

7514	 地域課題コンテストを通じた探究学習に関する考察　5つ
のコンテストの比較分析を事例として

	 ○三木日出男（玉川大）・上山肇	 (1063)
　
7515	 地域の空間的魅力認識を高めるツールの検証　まち歩きプ

ログラム『たまげっさー』を対象として
	 ○松本真帆（日本女子大）・薬袋奈美子	 (1065)
　
7516	 多主体連携による探究学習を軸とした高校生の復興まちづ

くり参画とその効果　石川県立輪島高等学校「街プロ」
まちづくり班の活動を通して

	 ○前山倫子（ctx.）・石田武・古市理・野口鮎子・
	 井坂匠吾・斎藤詩織・山中宏夫	 (1067)
　
7517	 フィールドワーク型地域学習の実態からみる活動規模と案

内人　善光寺門前エリアを中心としたフィールドワーク型
地域学習からみる住民の地域意識の変化 (1)

	 ○小林由季（信州大）・寺内美紀子・柴崎仁美	 (1069)
　
7518	 フィールドワーク型地域学習の案内場所からみる案内内容

と活動範囲　善光寺門前エリアを中心としたフィールドワ
ーク型地域学習からみる住民の地域意識の変化 (2)

	 ○柴崎仁美（iop都市文化創造研究所）・
	 寺内美紀子・小林由季	 (1071)
　
【オーガナイズドセッション】
実験的な取り組み（11:10〜 12:30）	 司会：池内祥見・リュウ	ルセン

7519	 一般利用とイベント利用の行動特性に見る柔軟な公園マネ
ジメントのあり方　汐留イタリア街・港区立汐留西公園の

	 	 実践	 ○小西千秋（TDU建築設計事務所）・手塚千尋・
	 本多由佳・三谷八寿子・土田寛	 (1073)
　
7520	 徒歩圏に配慮した河川空間の特性分析　福岡市内8河川を
	 	 対象として	 ○福中優一（九州大）・坂井猛・洪銅基	 (1077)
　
7521	 Implementation of Green Infrastructure in River Spaces 

across Locational Contexts　Focusing on Nature-
Oriented River Restorations

	 ○松本礼（九州大）・坂井猛・洪銅基	 (1081)
　
7522	 AI 分析を用いた積雪寒冷都市の屋外オープンスペースにお

ける利用行動分類　積雪寒冷都市における都市デザイン
	 	 その34	 ○大友堅心（北海道大）・瀬戸口剛・渡部典大	 (1085)
　
7523	 走行インタビューによる習慣的なランニングコースの選好に

関する研究　京都大学・吉田キャンパス周辺を対象とし
	 	 て	 ○石田翔（竹中工務店）・神吉紀世子・清山陽平	 (1089)
　
【オーガナイズドセッション】
学びの活動と使いこなし（13:30〜 14:34）	 司会：吉岡聡司・尾崎道信

7524	 マレーシアに立地する海外大学にみる多様な文化背景を持
つ学生の学びの場としての大学キャンパス空間

	 ○LUCENT LIEW（東京科学大）・斎尾直子	 (1093)
　
7525	 Placemaking for Restorative Campus Spaces:A Multi-Level 

Framework for Wellbeing and Gender Inclusivity
	 ○Nadia AMIRA（東京科学大）・Naoko SAIO	 (1097)
　
7526	 大学キャンパスの共創拠点における開放型空間と共有型活

動 キャンパス建築のコモンスペースに関する研究 (8)
	 ○深野裕貴（東急）・安森亮雄	 (1101)
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7527	 地区計画が適用される大学キャンパスにおけるオープンス
ペースの空間構成　東京電機大学東京千住キャンパスの

	 	 利用実態	 ○本谷慶（東京電機大）・小西千秋・土田寛	 (1105)
　
【オーガナイズドセッション】
場所の形成（14:37〜 15:57）	 司会：安森亮雄・本谷慶

7528	 玄界灘沿岸における海岸観光地の評価と区域別比較分析
	 ○陳思敏（九州大）・坂井猛・洪銅基	 (1109)
　
7529	 鶴橋商店街振興組合の動態記述　持続する高密商業地に

おける《Dynamic Territory》の発見
	 ○大竹平（日建設計）・清山陽平・神吉紀世子	 (1113)
　
7530	 再開発地区における場所の形成プロセスに関する研究　ニ

ューヨーク市と東京都心地区の地区計画を対象として
	 ○尾崎道信（東京電機大）・吉川武仁・
	 小西千秋・本多由佳・土田寛	 (1117)
　
7531	 中国の大学城周縁部における農村集落の機能転換と空間再
	 	 編	 ○盧泉林（東京科学大）・斎尾直子	 (1121)
　
7532	 土地区画整理事業を施工すべき区域における市街地形成過

程に関する研究　東京都江戸川区の農業基盤整備事業に
	 	 着目して	 ○鈴木優斗（UG都市建築）・小西千秋・
	 本多由佳・土田寛	 (1125)
　

	 ■ 9月11日（金）　１号館1408室

都市空間制御とデザイン手法（9:09〜 9:57）	 司会：岡崎篤行・菅原碧大

7533	 米国ポートランド市におけるゾーニングの変遷及び現行の
	 	 規制状況	 ○馬場直香（新潟大）・岡崎篤行	 (1129)
　
7534	 大規模住宅開発における設計調整の手法に関する研究　ベ

ルコリーヌ南大沢・幕張ベイタウンの開発に着目して
	 ○川口遼也（東京電機大）・土田寛・本多由佳	 (1131)
　
7535	 雪 CFDと積雪実態調査による超高層ビルの風雪シミュレ

ーション手法の構築　積雪寒冷都市における都市デザイ
ン　その32

	 ○渡部典大（北海道大）・瀬戸口剛・山田悠介	 (1133)
　
7536	 雪 CFDと積雪実態調査による風雪環境を評価した超高層

ビルの計画設計手法　積雪寒冷都市における都市デザイ
ン　その33

	 ○山田悠介（日建設計）・瀬戸口剛・渡部典大	 (1135)
　
7537	 ソーシャルメディアの評価を用いた都心部エリアのゾーニン

グに関する研究　広島市都心部を対象として
	 ○越智大翔（広島大）・田中貴宏・小沢啓太郎	 (1137)
　
7538	 公私空間に着目した既存都市構造の活用可能性に関する研

究　長野県上高井郡小布施町における水路空間の空間構
	 	 成的特徴	 ○川島有彩（お茶の水女子大）・藤山真美子	 (1139)
　
歴史的建築ストックの継承・活用（10:00〜 10:56）	
	 司会：渡部典大・山田悠介

7539	 近世港町の成立経緯と都市形態　北部九州4県を対象とし
	 	 て	 ○川崎雄大（新潟大）・岡崎篤行	 (1141)
　
7540	 歴史的文化資源を活かす河川空間の活用方法に関する研究

岐阜県岐阜市長良川中流域の長良橋周辺地域を対象とし
	 	 て	 ○萩原廉（芝浦工業大）・志村秀明	 (1143)
　
7541	 酒蔵建築における立地と活用の実態　栃木県を対象として
	 ○本間丈誠（新潟大）・岡崎篤行	 (1145)
　
7542	 仙台における花街建築に関する戦後の分布
	 ○菅原碧大（新潟大）・岡崎篤行	 (1147)
　
7543	 歓楽街としての新潟市古町花街における飲食店の実態　そ

の1　業種別に見た分布
	 ○宮島壮汰（新潟大）・岡崎篤行	 (1149)
　
7544	 歓楽街としての新潟市古町花街における飲食店の実態　そ

の2　屋号の継承も含めた雑居ビルの分布
	 ○岡崎篤行（新潟大）・宮島壮汰	 (1151)
　
7545	 奈良県における町屋群の残存概況及び棟向きの分布　イン

ターネット地図機能を用いた基礎的広域調査
	 ○堤直（新潟大）・岡崎篤行	 (1153)
　
人流とコミュニティ（10:59〜 11:39）	 司会：熊澤栄二・髙木大雅

7546	 実践論的小公園のエディブルガーデン化の研究　住民が共
に働き、植物を育て共有し、豊かなコミュニティを作る試

	 	 み	 ○後藤哲男（長岡造形大）	 (1155)
　

7547	 勤務地周辺の施設立地特性と終業後滞留行動との関係に関
する研究　大規模人流データを用いた分析

	 ○前川俊輔（広島大）・田村将太・田中貴宏	 (1157)
　
7548	 「札仙広福」の都心部におけるソーシャルメディアを用いた

食体験の空間分布傾向　自然言語処理による食体験の空
間的可視化の試み

	 ○小沢啓太郎（広島大）・田村将太・田中貴宏・
	 楠本正幸・早川輝・竹中俊平・土肥博	 (1159)
　
7549	 広島市都心部における居場所の利用形態と来訪者の前後滞

在に関する研究　アンケート調査と人流データを用いた
	 	 分析	 ○小林大起（広島大）・小沢啓太郎・田中貴宏	 (1161)
　
7550	 日本におけるアジア系店舗の中間領域と歩行者アクティビ

ティの関係に関する研究　新大久保・上野・横浜中華街
	 	 を事例として	 ○増田優作（工学院大）・遠藤新	 (1163)
　
地域景観の理論・概念（11:42〜 12:30）	 司会：小沢啓太郎・小林大起

7551	 都市景観におけるファサード形成思想の変遷2　1960年か
	 	 ら1989年までの総括	 ○熊澤栄二（石川高専）	 (1165)
　
7552	 地域景観分析における「微方言」概念の提示　真鶴町「美

の基準」の使用実態を対象として
	 ○佐々木勇悟（明星大）・髙橋彰子	 (1167)
　
7553	 景観論の体系化を試みる基礎研究　2016年から2025年の

学術動向の俯瞰的考察
	 ○髙木大雅（石川高専）・熊澤栄二	 (1169)
　
7554	 街並み構成材料の地域特性に関する調査研究　その43　

調査 42地区の材料種別及び仕上精度（下地構法）から
みた都市景観の多様化－統一化傾向

	 ○田綿隆文（全日本建築士会）	 (1171)
　
7555	 中井町井ノ口地区における抜けのある風景に関する研究
	 ○伊藤維吹（美都住販）・鈴木成也・中井邦夫	 (1173)
　
7556	 名所図会にみる近世鴨川の都市イメージの抽出　景観構成

要素の横断的比較による京都らしさの考察
	 ○大野剛史（摂南大）・加嶋章博	 (1175)
　
景観評価と行動分析（13:30〜 14:26）	 司会：穂苅耕介・太田実里

7557	 被験者属性による街並み景観認識の相違に関する研究　東
京・神楽坂地区を対象として（動画を活用した調査）そ

	 	 の 2	 ○鈴木俊治（ハーツ環境デザイン）	 (1177)
　
7558	 大須商店街における通りの特徴と歩行者の注視行動・評価

の関わり　歩行者目線の動画を用いた評価実験
	 ○相澤まな（豊橋技術科学大）・工藤悠那・
	 パク ミンジョン・藤田大輔	 (1179)
　
7559	 視覚的ウォーカビリティ評価に寄与する空間印象特性の分
	 	 析	 ○伊師華江（仙台高専）・菊池義浩	 (1181)
　
7560	 工芸品を活用した観光地における景観形成と印象評価
	 ○池田悠介（仙台高専）・菊池義浩・伊師華江	 (1183)
　
7561	 心理特性と経路選択傾向に着目した街路評価の個人差に関
	 	 する研究	 ○鈴木悠眞（東京理科大）・伊藤香織	 (1185)
　
7562	 実空間と仮想空間における景観把握行動に関する研究　山
	 	 間部の景観を対象として	 ○横山広充（大阪工業大）	 (1187)
　
7563	 鉄道車窓における景観要素の構成比と認知対象が印象評価

に与える影響　大阪環状線を対象として
	 ○竹中栄貴（三重大）・三宅諭	 (1189)
　
景観印象と空間体験の評価（14:29〜 15:09）	 司会：菊池義浩・池田悠介

7564	 「歩きたくなる」地下の街路景観に関する研究　新宿駅周
辺地区の地下街路を対象として

	 ○小谷望人（東京都立大）・山村崇	 (1191)
　
7565	 主観的印象の推移に着目した商店街の類型化手法　東京都

大田区におけるケーススタディ
	 ○岩野恵子（東京科学大）・沖拓弥	 (1193)
　
7566	 美術館のアプローチ空間における類型化と歩行体験による

定量的分析　モーテーション記述法とセグメンテーション
	 	 を用いて	 ○中西大悟（大阪大）・安福健祐・高橋彰	 (1195)
　
7567	 食空間におけるランドマークの視認性に関する研究　東京

タワーの眺望と飲食店の空間構成の関係について
	 ○遠藤かんな（東京理科大）・高佳音	 (1197)
　
7568	 京都中央卸売市場をとりまく近隣商世界の生活景に関する
	 	 研究	 ○太田実里（岡山県立大）・穂苅耕介	 (1199)
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BIM・デジタルツイン（9:00〜 9:56）	 司会：堤洋樹・塘口若菜

8001	 既存建物のデジタルツイン構築手法に関する研究
	 ○御子柴帆南美（芝浦工業大）・志手一哉	 (1)
　
8002	 投資用不動産におけるIoTセンサーとBIMを統合した建物

設備の状態可視化手法の提案
	 ○田中諒裕（早稲田大）・石田航星・
	 板谷敏正・石原健司	 (3)
　
8003	 日本におけるデータセンター整備をめぐる電力供給の調査
	 ○齋藤光希（明海大）	 (5)
　
8004	 建物検査業務における新たな検査手法の検討　その2
	 ○赤羽芹夏（西日本旅客鉄道）・田中康介・井上貴博	 (7)
　
8005	 建物の維持管理における点群データの点密度と視認性に関
	 	 する研究	 ○名古屋皓輝（芝浦工業大）・志手一哉	 (9)
　
8006	 点群BIMを用いた点検管理を対象としたCOBieシートへ

の情報の対応付けに関する研究
	 ○高木理太朗（芝浦工業大）・志手一哉	 (11)
　
8007	 バーチャル避難訓練ツールの利活用　その7　地下街訓練
	 	 への活用	 ○染谷朝幸（日建設計）・本田司	 (13)
　
建物維持管理（9:59〜 10:55）	 司会：朝吹香菜子・御子柴帆南美

8008	 施設維持保全業務を対象とした情報マネジメントシステム
の開発　BIMおよびクラウド技術を活用した維持管理支
援システムに関する研究　その9

	 ○塘口若菜（熊本大）・大西康伸	 (15)
　
8009	 既存施設を対象とした維持管理モデル作成のためのBIM

テンプレートの整備　BIM およびクラウド技術を活用し
た維持管理支援システムに関する研究　その10

	 ○西川侑志（熊本大）・大西康伸・島内麻莉	 (17)
　
8010	 既存施設を対象とした維持管理モデル作成支援プログラム

の開発　BIMおよびクラウド技術を活用した維持管理支
援システムに関する研究　その11

	 ○島内麻莉（熊本大）・大西康伸・西川侑志	 (19)
　
8011	 生成AIを活用した設備保全業務支援のための故障・不具

合履歴データの再構造化とプロトタイプ評価
	 ○西澤哲晃（東急建設）・須藤美音・中川政一・
	 中山勇人・古舘奈菜・髙橋泰斗	 (21)
　
8012	 BIMを活用した築古不動産の再生手法に関する研究　その

5　築古不動産における環境負荷の分析
	 ○辻田拓人（早稲田大）・石田航星・
	 板谷敏正・山岸勇太	 (23)
　
8013	 建物管理における予知保全のための自由記述式保守履歴デ

ータ活用に関する事例研究
	 ○川上梨沙（清水建設）・長谷部弥・
	 伊藤清・山本ミゲイル	 (25)
　
8014	 リスクベース保全（RBM）に基づく修繕予算配分の最適化

とオフィス賃料への影響に関する実証的研究
	 ○石原健司（ザイマックス総研）・石田航星	 (27)
　

水辺空間の景観構成と利用・評価（15:12〜 16:00）	
	 司会：志村秀明・伊東嵩真

7569	 都市リバーフロントの親水空間整備が利用者のウェルビー
イングに及ぼす影響　隅田川におけるアクティビティ特

	 	 性の分析を通じて	 ○志村空良（工学院大）・遠藤新	 (1201)
　
7570	 景観構成に基づく橋梁間親水空間の類型化と利用行動に関

する研究　その1
	 ○藤虎康（九州大）・張璇・坂井猛・洪銅基	 (1203)
　
7571	 景観構成に基づく橋梁間親水空間の類型化と利用行動に関

する研究　その2
	 ○張璇（九州大）・藤虎康・坂井猛・洪銅基	 (1205)
　
7572	 豊岡市円山川における沿道景観の特徴と印象に関する研究
	 ○藤岡さやか（武庫川女子大）・杉浦徳利・上町あずさ	 (1207)
　
7573	 池田市五月山における山並み景観の分析　がんがら火祭り

の可視領域の調査分析にもとづいて
	 ○河原吏咲（武庫川女子大）・石田潤一郎・
	 森本順子・田中佑奈	 (1209)
　
7574	 船着場を中心とした河川空間の魅力形成に関する考察　水

都大阪における船着場とその周辺環境の空間構成の調査
	 	 にもとづいて	○加藤夏実（武庫川女子大）・石田潤一郎・
	 森本順子・田中佑奈	 (1211)
　
景観の評価・シミュレーションと設計手法（16:03〜 16:51）	
	 司会：森本順子・田中佑奈

7575	 画像生成AIを用いる街並みイメージの検討方法に関する
研究　東京都江東区砂町銀座商店街での研究（8）

	 ○伊東嵩真（芝浦工業大）・志村秀明・飯塚希海	 (1213)
　
7576	 熊本市中心市街地における容積率充足率・高さ利用率の実

態調査とPLATEAUを活用したまちなみ景観シミュレー
ション

	 ○湯浅亘祐（崇城大）・古賀元也・藤本賢志・有馬隆文	 (1215)
　
7577	 Do It Yourself Checklist の有効性と評価項目における類似

性に関する考察
	 ○髙木駿之介（大本組）・光山尽之輔・堀裕典	 (1217)
　
7578	 シークエンスと距離の観点から試みた「遠景を含めた街路

景観要素」の量的記述方法　その3　横浜市山手エリア
	 	 を対象として	 ○毛利洋子（活水女子大）・岡松道雄	 (1219)
　
7579	 港湾における色彩ガイドラインの策定経緯と制度的特徴
	 ○加藤大地（東京科学大）・大森文彦	 (1221)
　
7580	 歩道上の低未利用空間を活用した滞留空間の利用実態と設

計効果に関する研究　中央公園プロムナードの3つの滞
	 	 留空間を対象として	 ○李長明（千葉大）・松浦健治郎	 (1223)
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